
Ⅳ自然科学的分析

1珪藻分析によって得られた縄文時代晩期の頃の古環境

岩倉城遺跡90B区の縄文時代晩期における堆積環境を考えるために平面サンプルを採取し、珪藻分

析を実施した。

ここでは、住居跡や土坑および遺物包含層などの違いにより出現珪藻がどのように変化するかを調

査することを目標に、同時代の地層中から平面的に計28サンプルを採取した。試料5 ・ 6は土坑、 7

- 9および24-28は住居跡である。それ以外は縄文時代晩期の遺物包含層である。分析試料の層相は

いずれも細砂混じりの黒灰色腐植質シルト層であり、標高は28サンプルともに+7.40m前後であった。

サンプルの採取位置は第106図に示したとおりである。分析および検鏡方法は森1989によった。

試料7 ・ 8をのぞく26サンプルでは、ほとんど珪藻殻が出現しなかった。わずかに見いだされた珪

藻は大部分が破損し、他の場所から運び込まれた二

次化石であると推定される。試料7-9における

主な出現珪藻は第2表のとおりである。出現種教は

3試料で計18属29種であった。比較的多くの珪藻殻

片が認められた試料7・8においても1プレパラー

トあたり50個体ほどの出現数であったが、次のよう

な傾向がみられた。

好アルカU - P H不定性で付着生種のCymbella

turgidula、 Synedra ulncu Cocconeis placentulaおよ

びその変種のC.placentula var. euglyptaなどが比較

的多く出現した。これらの珪藻はいずれも河川や池

沼などの挺水植物や浮葉植物に付着して生活する好

流水性の種群である。分析試料中の珪藻殻は破損し

ているものも認められたが、他の試料に比べれば珪

藻の保存状態は良い。以上のことから試料7-9住

居跡)は流水の影響を受けた河道周辺の後背湿地に

堆積した地層であるものと推定される。

Species 7 8 9
A chnanthes,linearm W .SM ITH 3 " " ■喜

Ceratoneis arcusK tJTZlNG 2 - 喜

Cocconeisplacentula Ehrenberg 3 鵜" ■喜

Cocconeisplacentulavar.euglypta(EER.)CLEVE 1 8 - 獲

Cym bella tum ida(B REB.)V .H eurck 1 ■" ■■ ■

Cym bella turgidula G runow 5 16 - ■ 喜

D iatom a vulgare B oRY 1 " ■■喜
Epithem ia 2<?6ra (EHR .)K (JTZlNG 1 1 1
Eunotia fl exuosa K tJTZlNG 1 1
Eunotia form ica E HREN BERG 1 〟" ■喜

Eunotia pectinalis(K ¥JTZ.)R ABEim oRST 4 1 鵜" " -
Fraglaria construensiEu R.)G ru now 1 - ■■ ■

Fragilana virescensR alfs 1 鵜" ■-

Frustulia rhom boides(E HR .)De T ONI 1 ■喜細 喜

Gom phonem a angustatum (Ehr.)Rabenhorst 1 i - 喜

G om phonem a cleveiF ricke 7 " " ■喜

G om phonem a intncatum K u乍ZING 1 " " ■喜
G om phonem a parvulum (K ¥JTZ.)K iJTZlNG 4 " m 喜

H antzschia am phioxys(E nR.)G runow 4 〟" ■喜

M elosira am bigua(G run JO .M iJLLER 3 4 鵜■■喜

M elosira granulata(E HR.)R ALFS 1
N aviculagoeppertiana(BLElSCW H .L .SM ITH 1 ■" ■■ ■

0妙ephora m artyiH ERIBAUD 1
Pinnularia boreahs Eh renrerg 1 - ■ ■

Pinnularia hem ip tera(K utz.)C LEVE 1 - ■ ■

R hoicosphenia curvata(K utz.)G ru now 3 - i
Synedra ulna(N iTZ.)E hren berg 14 5 〟" ■-

Synedra vauchenaeK utzing 4 ■" ■i

Tabellaria floccluosa (RoTH )K utzing 1 i " ■喜

T O T A L 62 44 4

第 2表 岩倉城遺跡90B 区における珪藻分析結果

弥生時代中期

鬻uR。ギヨー:葛・密室志uF^尽2 7 26 25 24

lmヨ住居跡団土坑匡ヨ遺物包含層

第106図珪藻分析試料の採取位置図
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第107図岩倉城遺跡産の珪藻遺骸の顕微鏡写真

1 Hantzschia amphioxys 5 Eunotia pectinalis

2 Cymbella mmuta 6 Synedra ulna

3 Cymbella turgidula 7 Cocconeis placentula

4 Rhoicosphenia curvata 8 Cocconeis placentula var. euglypta

(倍率は約1200倍)

古墳時代

10 7 6
4 3 2

-117-

弥生時代中期

(森勇一・前田弘子)

-8.00m



2岩倉城遺跡出土駿河系土器の胎土分析結果

1方法

分析の方法は、実体顕微鏡観察と偏光顕微鏡観察である。ただし、今回は同遺跡出土の

比較試料がないため、これまでに濃尾平野で得られている結果を基礎データとする。また、

考古学的に関連が考えられる静岡県の土器胎土との比較は、地質からの推測による。

2分析結果

主要造岩鉱物の三角ダイヤグラムを第108図に示す。この結果を阿弥陀寺遺跡(西春日井

郡甚目寺町)の試料から得られた領域(実線)と比較すると、岩倉城遺跡が阿弥陀寺遺跡よ

り上流の、やや東よりに位置するが、ほぼ同じ領域を示した。分析を行った駿河系土器の

胎土は、濃尾平野低湿地遺跡の土器胎土と同じ傾向を示すといえる。偏光顕微鏡下での観

察においても、主要造岩鉱物に加え、チャート・輝石などが含まれており、濃尾平野西部

(阿弥陀寺遺跡・朝日遺跡など)の土器胎土中の砂礫の組合せによく似ている。特に輝石

のうち、ピジョン輝石が含まれるものは、阿弥陀寺遺跡の土器にも見られた。長良川最上

流部周辺地域に分布する火山岩には、ピジョン輝石が含まれていることが報告されており、

これとの関係も考えられる。

静岡県駿河地域では、大井川から阿部川にかけての地域には中生代から新生代古第三紀

の堆積物が露出し、富士川以東に富士山による噴出物が分布する。その間を埋めるように

新生代新第三紀堆積物が清水平野を形成している。このことを考えればチャート以外の堆

積岩や火山岩類の岩片が多く含まれないこの試料の胎土は、静岡県駿河地域との関わりは

考えにくい。

第108図主要造岩鉱物三角ダイヤグラム

以上のことよりこの試料は、形式の点では他地域の影

響を受けているものの胎土は濃尾平野産であるものと思

われる。ただし、阿弥陀寺・朝日両遺跡の土器に比べる

と、特に偏光顕微鏡下での輝石の比率が低く、傾向の違

いがある。このことは遺跡の位置に関係し、岩倉城遺跡

が木曽川の扇状地と庄内川によるそれとのちょうど境界

付近にあたることによるものと思われる。ピジョン輝石

が含まれることは、河道の変遷により、ある時代には遺

跡周辺が長良川による影響を受けたことを示すかもしれ

ない。濃尾平野発達史との検討を要する。

(永草康次)



3岩倉城遺跡から出土した木製品の樹種

1.試料

岩倉城遺跡は、岩倉市を流れる五条川右岸の自然堤防上に立地する。遺跡は、戦国時代

の岩倉城跡を中心とするが、弥生時代～鎌倉・室町時代の遺構も検出されている。試料は、

岩倉城の内堀と思われる溝SD03をはじめ戦国時代のものと思われる各遺構から出土した

木製品36点で、中には呪符木簡や地蔵菩薩等珍しいものもあった。各木製品の用途は表1

に示した。

岩倉城は織田敏広が築城したといわれる戦国時代初期の城で、 1559年織田信長によって

落城し、以後廃城となった。

2.方法

剃刀の刃を用いて、試料の木口・柾目・板目の3断面の徒手切片を作製、ガム・クロラ

ールで封入し、生物顕微鏡で観察・同定した。

3.結果

同定結果を表1に示す。試料の中には劣化が激しく同定できなかったものや類似種とし

たものもあるが、 35点の試料が7種類に同定された。試料の細胞額的特徴や現生種の一般

的な性質を以下に記す。なお、一般的な性質については平井(1979-1982)を参考にした。

・スギ(Cryptomeris japonica)スギ科

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広く、年輪界は明瞭。樹脂

細胞はほぼ晩材部に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁

は滑らか、分野壁孔はスギ型で2-4個。放射組織は単列、 1-15細胞高。

スギは、本州・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内

では植林面積第一位の重要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は

大きく、加工は容易、保存性は中程度である。建築・土木・樽桶類・舟材など各種の用途

がある。樹皮は屋根葺用とされ、葉は線香・抹香の原料にもなる。

・ヒノキ属の一種(Chamaecyparis sp.)ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹

脂細胞は晩材部に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は

滑らか、分野壁孔はヒノキ型で1-4個。放射組織は単列、 1-15細胞高。今回の調査で

は以上の特徴が全て観察できない試料があった。そのような試料はヒノキ属類似種として

表記した。

ヒノキ属には、ヒノキ(Chamaecyparis obtusa)とサワラ(C.pisifera)の2種がある。



ヒノキは本州(福島県以南) ・四国・九州に分布し、また各地で植栽される常緑高木で、国

内ではスギに次ぐ植林面積を持つ重要樹種である。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は

大きいが、強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用途が知られている。サワラは

本州(岩手県以南) ・九州に自生し、また植栽される高木で多くの園芸品種がある。材は軽

軟で割裂性は大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが耐水性が高いため、樽や桶

にするほか各種の用途がある。

・ブナ属の一種{Fagus sp.)ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2 - 3個が複合、横断面では多角形、管壁厚は

中庸～薄く、分布密度は高い。道管は単および段階穿孔を有し、階段穿孔の段bar数は

10前後、壁孔は大型で対列状～階段状に配列、放射組織との間では網目状となる。放射組

織は同性～異性Ⅲ型、単列、数細胞高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状お

よび散在状。年輪界は明瞭～やや不明瞭。

ブナ属には、ブナ(Faguscrenata)とイヌブナ(F.japonica)の2種がある。ブナは北海

道南西部(黒松内低地帯以南) ・本州・四国・九州に、イヌブナは本州(岩手県以南) ・四

図・九州の主として太平洋側に分布する。イヌブナのほうがブナより低標高地から生育し、

またブナのような大群落をつくることはない。ブナは、日本の冷温帯落葉樹林を代表する

樹木で、かつては東日本の山地に広く生育していたが、近年、植林などによって生育地が

激減している。材はやや重硬で、強度は大きいが加工はそれほど困難ではなく、耐朽性は

低い。木地・器具・家具・薪炭材などの用途があったが、最近では各種の用途に用いられ

ている。また種子は食用となり、搾油される。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種(Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Cerris sp.)

ブナ科

環孔材で孔圏部は1 - 3列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら放射状に配列

する。大道管は管壁は厚く、横断面では円形、小道管は管壁は中庸～厚く、横断面では角

張った円形、ともに単独。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状

となる。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周国

状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属(落葉ナラ類)の中で、果実(いわゆるドングリ)が2年目に

熟するグループで、クヌギ(Quercusacutissima)とアベマキ(Q.variabilis)の2種がある。

クヌギは本州(岩手・山形県以南) ・四国・九州に、アベマキは本州(山形・静岡県以西) ・

四国・九州(北部)に分布するが、中国地方に多い。クヌギは樹高1.5mになる高木で、材

は重硬である。古くから薪炭材として利用され、人里近くに萌芽林として造林されること

も多く、薪炭材としては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材・榾木など

の用途が知られる。樹皮・果実はタンニン原料となり、果実は染料・飼料ともなった。ア



ベマキはクヌギによく似た高木で、樹皮のコルク層が発達して厚くなる。材質はクヌギに

似るが、さらに重い。用途もクヌギと同様であるが、樹皮が厚いため薪材にはむかず、炭

材としてもクヌギ・コナラより劣るとされる。

・ケヤキ類似種(cf.Zelkova serrata)ニレ科

環孔材で孔圏部は1 - 2列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減、塊状に複合し接線・

斜方向の紋様をなす。大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独、小道管は管

壁厚は中庸～薄く、横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1 -10細胞

幅、 1 -30細胞高である。柔組織は周囲状。年輪界はやや不明瞭。

ケヤキは本州・四国・九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植

栽される落葉高木で、時に樹高50mにも達する。材はやや重硬で、強度は大きいが、加工

は困難でなく、耐朽性が高く、木理が美しい。建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪

炭材など各種の用途が知られ、国産広葉樹材の中で最良のものの一つに上げられる。

・トチノキ(Aesulus turbinata)トチノキ科

散孔材で管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2-3 (5個が複合す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では網目状～篩状となり、

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、 1 -15細胞高で階層状に配列

し、肉眼ではリップル・マークとして認められる。柔組織はターミナル状。年輪界はやや

不明瞭。

トチノキは北海道(南西部) ・本州・四国・九州の主として谷沿いの肥沃地に生育する落

葉高木で、東北地方に多く九州には少ない。材は軽軟で、加工・乾燥が容易で、耐朽性は

小さい。器具・家具材や旋作材・木地などに用いられる。種子は澱粉を多く含み食用とな

るほか、タンニン原料ともなる。

・キリ類似種(cf.Paulownia tomentosa)ゴムノハグサ科

環孔材であるが孔圏部はやや不明瞭、孔圏外で管径を漸減させる。横断面では角張った

円形～楕円形、単独または2-3個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配

列する。放射組織は同性、 1 -3細胞幅、 1-20細胞高。柔組織は翼状～連合翼状となる。

年輪界は明瞭。

キリは中国中部地域原産とされる(九州に自生するという見解もある)落葉高木で、各

地に植栽されるが東北・関東地方北部などで良好に生育する。材は国産有用材中最も軽軟

で、加工は容易、狂いや割れが少ない。箪笥をはじめとする家具材・各種器具・建具・建

築・下駄材など多様な用途が知られている。



4.考察

同定した結果は、スギ類似種2点、ヒノキ属の一種26点(類似種10点)、ブナ属の一種2

点、コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種1点、ケヤキ類似種1点、トチノキ2点(類似種

1点)、キリ類似種1点、広葉樹(環孔材) 1点であった。

表1をみると、最も多かったヒノキ属の一種は様々な用途に用いられていることが分か

る。この中でも特に曲物や人形、鳥形は島地・伊東(1988)でヒノキ属の利用が最も多い

とされている木製品である。また、小原1972は日本各地の仏像の樹種を調べているが、

この中の愛知県内の仏像の樹種をみると、ヒノキ属が最も多い結果となっている。ヒノキ

属が多用されていることについては入手・加工が容易であることが考えられる。

漆器の樹種は、トチノキ2点、ブナ属の一種1点、ケヤキ類似種1点であった。これら

の樹種のうち、ケヤキは島地・伊東(1988)で椀の用材として最も多いとされている樹種

である。また、ブナ属、トチノキは県内の清洲城下町遺跡で漆器類に多く用いられていた

(パリノ・サーヴェイ株式会社、 1990)。これらが使用されたのには、ケヤキは木理の美し

さ、ブナ属・トチノキは加工が容易であること等が考えられる。

(パリノ・サーヴェイ株式会社)
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第3表岩倉城跡から出土した木製品の樹種

N 0. 検 出遺構な ど 用 途 樹 種 名

1 63A a S D 01 地蔵菩薩 ヒノキ属の一種

2 62A SD 03 人形 ヒノキ属類似種

3 62A S D 04 鳥形 ヒノキ属類似種

4 62A S D 05 絵 馬 ヒノキ属の一種

5 62A S D 05 ヘ ラ スギ類似種

6 62A S D 05 割折敷 ヒノキ属の一種

7 62A S D 05 割折敷 ヒノキ属の一種

8 62A S D 05 割折敷 ヒノキ属類似種

9 62A S D 05 割折敷 ヒノキ属 類似種

10 62A S D 05 割折敷 ヒノキ属 の一種

ll 62 A S D 05 割折敷 ヒノキ属 の一種

13 62A S D 03 呪符木簡 ヒノキ属 の一種

14 62A SD 03 人形 ヒノキ属 の一種

16 89A B SD 0 7 割折敷 ヒノキ属 の一種

17 62A SD 03 折敷底板 ヒノキ属 の一種 ・

18 62A SD 03 折敷 (側板 ) ヒノキ属の一種

19 62 A S D 03 折敷 (底板 ) ヒノキ属類似種

20 62 A S D 05 曲物 ヒノキ属の一種

21 62A S D 03 曲物底板 ヒノキ属の一種

22 62A S D 03 柄杓 (棉 ) ヒノキ属の一種

23 62A S D 03 柄杓 (柄) ヒノキ属の一種

24 62A S D 03 下駄 ヒノキ属類似種

25a 63A c S D 02上層 (明治) 下駄 キ リ類似種

25b 63A c S D 02上層 (明治) 下駄 さし歯 ブナ属の一種

26 62A S D 03 棉 (側板) ヒノキ属 の一種

27 62A S D 05 箸 スギ類似種

28 62A S D 03 普 ヒノキ属類似種

29 62B S B 02 礎板 ヒノキ属類似種

30 89F SE 04 井戸 (側板) ヒノキ属類似種

31 89F SE 04 井戸 (柱) 広葉樹 (環孔材)

32 62A S D 03- 漆椀 トチ ノキ類似種

33 63A a S D 01 漆椀 トチ ノキ

34 63A c S D 02 漆椀 ブナ属 の一種

35 89A B S D 06 漆椀 ケヤキ類似種

36 63B a S D 02 由木 コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種

37 89F SE 04 井戸 ヒノキ属類似種
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第109図材の顕微鏡写真

1・スギ類似種(No.5) a (木口) x77, b (柾目) xl54, c (板目) xl54

2・ヒノキ属の一種(No.7) ax77, bxl54, cxl54

3.ブナ属の一種(No.25b) ax30, bx77, cx77
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第110図材の顕微鏡写真

4.コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種(No.36) ax30, bx77, cx77

5.ケヤキ類似種(No.36) ax30, bx77, cx77

6.トチノキ(No.33) ax30, bx77, cx77
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第110図材の顕微鏡写真
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7・キリ類似種(No.25a) ax30, bx77, cx77



ネガ番号 樹 種 名 試料番号 断面 スケー)レ

2 スギ 5 木口 B

3 スギ 5 柾 目 C

4 スギ 5 板 目 C

5 ヒノキ属の一種 7 木 口 B

6 ヒノキ属の一種 7 柾 目 C

7 ヒノキ属の一種 7 板 目 C

8 ブナ属の一種 25b 木 口 A

9 ブナ属の一種 25b 柾 目 B

10 ブナ属の一種 25b 板 目 B

ll コナ ラ属 コナラ亜属クヌギ節の一種 36 木 口 A

12 コナ ラ属 コナラ亜属クヌギ節の一種 36 柾 目 B

13 コナ ラ属 コナラ亜属クヌギ節の一種 36 板 目 B

14 ケヤキ類似種 35 木 口 A

15 ケヤキ類似種 35 柾 目 B

16 ケヤキ類似種 35 板 目 B

17 トチ ノキ 33 木 口 A

18 トチ ノキ 33 柾 目 B

19 トチ ノキ 33 板 目 B

20 キ リ類似種 25a 木 口 A

21 キ リ類似種 25a 柾 目 B

22 キ リ類似種 25a 板 目 B

26 スケールA

27 スケーノレB

28 スケール C

第4表ネガ説明(材の顕微鏡写真のネガ)

.ネガ倍率は、スケールAが×12.5, Bが×32, Cが×64で、写真図版はネガを2.4倍(樵

86mm)に引き伸ばしたものを使用した。
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4岩倉城遺跡より発見された地震痕について

1はじめに

日本のような地震多発国では、遺跡調査の過程で地震の痕跡が発見されることも多い。

寒川ら(1987・1988a・1988b・1990)の努力によって、これまで見過ごされがちだった

地震に伴う地変の記録が近年、近畿地方を中心に報告されるようになり、地震の発生時期

の推定や地震の規模・その発生の周期など、地震学や防災的な側面のみならず、地震に伴

って発生した噴砂(砂脈)の収載な観察によって、地震の新旧関係や考古遣物の編年的な

研究に大いに役だっている。 (森・鈴木:1989、鈴木: 1991 。

1989年度に発掘・調査された岩倉城遺跡(89C区)では、地震性に伴う小断層が観察さ

れたので報告する。

2地震の痕跡

岩倉城遺跡は、標高10mの五条川の自然堤防上に立地する戦国時代を中心とした遺跡で

ある。ここでは15世紀前半、織田敏広によって築城されたとされる岩倉城に関連した遺構

や遣物が多数出土しており、これら考古学的な成果より遺跡基盤層や遺物を包含する地層

の堆積年代が詳細に記録されている。本遺跡では、岩倉城落城後の16世紀前半に堆積した

砂およびシルト層を切る小断層(正断層)が確認された。断層の落差は約14cm、その推定

延長は7.4mで、断層面の走向・傾斜はNIO°W、 80°Eであった。この断層は上部を16世紀

以降、江戸時代前期までの遺物を含む地層によって被覆されていることより、地震の発生

時期が少なくとも江戸時代前期(17世紀代)までのものと推定することができる。また、

この断層には1.7m隔てた東側に推定延長5.6mの副断層が伴われており、さらに断層を

北側へ17.1m延長したところの基盤砂層には、液状化の痕跡が認められた。

3推定される地震について

「新編日本被害地震総覧」 (宇佐見: 1987)および「新収日本地震資料」 (東京大学地震

研究所編: 1982・1984)をもとに、この地域の地層に地変をもたらした可能性のある地震

を選び出してみると、東南海(1944年:昭和19年) ・濃尾(1891年:明治24年) ・天正(1586

午:天正13年)および明応(1498年:明応7年)の四つの地震が考えられる。ほかに可能

性のある地震として、安政東海(1854年:安政元年) ・宝永(1707年:宝永4年)の二地震

があげられるが、断層によって変位をうけている地層の堆積年代から考えると、 17世紀以

降の地震である可能性は考えられない。

その結果、岩倉城遺跡で観察された地震痕は清洲城下町遺跡(西春日井郡清洲町)に大



規模な地割れや噴砂を発生させたことが知られる(森、 1989・1991)、天正地震によっても

たらされた可能性が極めて高いものと考える。

(森勇一)
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Ⅴまとめ

[Ⅰ期]

[Ⅱ期]

Ⅲ期]

[Ⅳ期]

岩倉城遺跡は、五条川中流域に発達した自然堤防上に展開する遺跡であり、今回の発掘

調査は、その自然堤防帯を東西に貫く形で実施されたため、縄文晩期から戦国時代に至る

までの貴重な遺構・遺物を確認することができた。ここでは、とくに遺跡の変遷を簡単に

まとめておきたい。

縄文晩期および弥生時代中期の遺構・遺物を、五条川左岸の遺跡最東端部で確認したが、

それらは、遺跡全体へは広がらず、局所的な存在である。

①縄文晩期の遺構としては、竪穴住居、土坑等を検出した。それらは、東西幅50-60m

程度の範囲内に集中し、それ以外の地点では認められず、小規模な集落であったと考え

られよう。

②弥生時代中期の遺構は、貝田町式期を主体とするものであった。遺跡の南方には隣接

して弥生時代前期から後期にかけて継続し、中期・貝田町式期に主体をおくと考えられ

る曽野遺跡があり、発掘調査で確認された遺構・遺物は、それとの関連で捉えなければ

ならないであろう。

弥生時代後期から古墳時代初頭にいたって、はじめて遺跡全体に安定したヒトの定着が

認められるようになる。

①五条川右岸の自然堤防上に居住域を、対岸の微高地上に墓域を設定した一般的な集落

構造をつかむことができた。また、旧河道へ落ち込んでいく傾斜変換地点で、遺構は希

薄ながら多量の遺物を出土する空間を検出した。

②遺構・包含層中より多量の土器が出土した。これらの詳細な分析は時間的な余裕がな

く実施することはできなかった。しかし、 SB1204・1206、 SX1201より出土した一括

資料は、当地方の弥生時代後期から古墳時代初頭の土器編年を考える上で貴重な資料と

言えよう。

Ⅲ期の遺構は、古墳・集石墓群といった「墓」に限定できる遺構のみであり、遺跡は広

く墓域として機能していたと考えられる。

①検出された古墳は、すべて方形状に周溝を巡らすものであり、尾張地方の当該期の古

墳に一般的にみられる形状を呈していた。

② 7世紀中葉前後に築造された集石墓群は、全国的にも類例のみられない極めて珍しい

墓制であった。東海地方においては、 6世紀末から7世紀にかけて、迫葬・多葬が可能

な横穴式石室墳を中心とする墓制から単葬を目的とした墓制に変化する傾向がみられは

じめる。集石墓群も、そういった時代的な動きのなかで誕生した古墳時代終末期の墓制

といえるであろう。

五条川の両岸で、遺構・遺物が認められた。しかし、それらは散在的にみられたのみで、



[Ⅴ期]

[Ⅵ期]

遺構の性格等を判断するまでにはいたらなかった。

Ⅴ期の遺構は五条川の両岸で確認できた。右岸では掘立柱建物と溝が、左岸では井戸や

溝が在り、人々の居住域であったと考えられる。

①右岸で検出した掘立柱建物はいずれも礎板の上に柱を建てる構造である。柱の方向は

内堀などと直行もしくは平行する。溝も内堀と直行することから、これらの遺構は城に

発展する前身的な建物であった可能性もある。

②左岸で検出した井戸や溝からはかなり纏まった量の遺物が出土し、道の存在を推定さ

せる平行する2条の溝(SD27・28)も見つかり、右岸よりも多くの人々の生活を想像でき

る。

Ⅵ期の遺構は発掘調査前には五条川右岸のみに埋没すると推定されていたが、五条川左

岸にも広がり、予想を上回る規模の城であったことが確認できた。 『武功夜話』の内容を実

証するかのごとく、尾張を分割統治する人物が住むに相応しい規模の城であり、計画的に

配置された武家屋敷や城下町を有していた可能性が高い。

①右岸では10mほどの外堀と23mにもなる規模の内堀を検出した。本丸は西半分が後世

の削平をうけ確認できなかったが、東の内堀のすぐ内側は一番高くなり、この部分では

織田信長によって攻められたときと推定される焼土の広がりが確認できなかったことか

ら、ここにかなり大規模な土塁が存在したことは推定するに難くない。西側の内堀も同

じ規模であることや文献の記述から、西側に大規模な土塁が存在したこともまず間違い

ないものと考えられよう。

なお瓦はまったく出土しなかったため檜皮葺きの類の屋根であったらしい。

②左岸では10mほどの規模の堀を3条確認し、城の付属施設がこちらにも広がっていた

ことが確認できた。ここにどんな性格の施設が存在したかは定かではないが、五条川か

ら約250m東に位置する堀は総堀で、このすぐ内側には城下町の一部が展開していたら

しい。

発掘調査の成果と地籍図をもとにした岩倉城の復元案は、すでに金子健一によって試み

られている(金子1990 。現時点では調査担当者の意見は大略では、金子案に一致を見る。

よって、岩倉城の復元については金子論文を参照されたい。

金子健一1990 「戦国城下町岩倉の復元的考察」 『年報平成2年度』 118頁-130頁。



付表
1.遺構表

1期(縄文晩期)

遺 構 番 号 調 査 区 旧 遺 構 番 号 長 軸 (m ) 短 軸 (m ) 深 さ (m ) 備 考

S B 10 0 1 9 0 B S B 10 1 - - 0 .05

S B 10 0 2 9 0 B S B 102 0 .4 3 .2 0 .03

S B 10 0 3 9 0 B S B 103 - 4 .3 0 .10

S K 10 01 9 0 B S K 10 1 2 .5 〟 0 .l l

S K 10 02 9 0 B S K 10 4 2 .5 1 .3 0・10

S K 10 03 90 B S B 10 4 - - 0 .15

1期(弥生中期)

遺 構 番 号 調 査 区 旧 遺 構 番 号 長 軸 (m ) 短 軸 (m ) 深 さ (m ) 備 考

S B 1 10 1 90 B S B 0 1 - 4 .7 0 ・10

S B 1 10 2 90 B S B 0 2 - 4 .6 0 〝20

S D 110 1 90 B S D 5 3 〟 2 .7 0 .33

S D 110 2 90 B S D 5 4 - 1 ・2 0 .2 1

S D 11 03 90 B S D 5 7 - 1 ・5 0 .4 5

S D 11 04 9 0A S D 10 2 - 2 ・2 0 .3 2

S D 11 05 90 C a S D 0 1 - 1 .7 0 ・5 1

遺 構 番 号 調 査 区 旧 遺 構 番 号 長 軸 (m ) 短 軸 (m ) 深 さ (m ) 備 考

S B 12 01 89 A B S B 0 1 (5 .6 5 .6 0 .3 0

S B 12 02 89 A B S B 0 2 - - 0 .3 0

S B 12 03 89 A B S B 0 3 - - 0 .1 2

S B 12 04 89 A B S B 0 4 (7 ・0 )
- 0 .3 0

S B 12 05 89 A B S B 0 5 6 .4 I 0 ・1 8

S B 12 06 89 A B S B 0 6 7 .0 6 .6 0 .1 5

S B 12 07 89 A B S B 0 7 - - 0 .1 5

S B 12 08 89 A B S B 0 8 - - 0 .l l

S B 12 09 6 3 A d S B 0 1 - - 0 ・0 5

S B 12 10 6 3 A H S B 0 2 - - 0 ・0 5

S K 120 1 6 3 A d P 3 0 .4 0 .4 0 ・1 0

S K 1 20 2 6 3B c S K 02 1 .0 - 0 .12

S K 1 20 3 63 B a S K 0 1 1 .0 (1 .0 0 .15

S K 1 20 4 89 E a S E 0 1 1 .5 1 .5 (0 ・7 0 )

S Z 12 0 1 8 9F S Z 0 1 - - 0 .6 0

S X 1 20 1 89 E a S X 0 1 - - - 凹 地 状 の堆積

S X 1 20 2 89 C S X 0 1 - - - 集 石

S X 1 20 3 8 9C S X 0 2 - - 〟 集 石

S D 12 01 89 A B S D 50 4 - 0 .8 0 .15

遺 構 番 号 調 査 区 旧 遺 構 番 号 規 模 (m ) 周 溝幅 (m ) 深 さ (m ) 備 考

S Z 13 0 1 62 B ・6 3A d S D 04 ・S D 02 (2 6 .0 4 .0 0 .15

S Z 13 02 89 G a ・9 0A S D 0 1 ・S D 08 (17 ・0 ) 6 .0 0 .6 0

S Z 13 03 89 G b ・9 0A S D 07 ・S D 04 (13 ・0 ) 1 .2 - 2 ・0 0 .6 0

S Z 13 04 90 B S D 5 1 (18 ・0 ) 5 .5 0 .2 0

遺 構 番 号 調 査 区 旧 遺 構 番 号 長 軸 (m ) 短 軸 (m ) 深 さ (m ) 備 考

S D 14 0 1 63 B C S D 04 - 1 .7 0 .3 0

S D 1 50 1 8 9F S D 07 - 0 .5 0 .2 0

S D 1 502 8 9F S D 08 - 0 ・5 0 .2 0

S K 14 01 8 9F S K 0 3 - 1 ・5 0 .7 0

S X 15 01 9 0B S X 0 1 4 .5 4 1 .3 0
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Ⅴ期(中世)

遺 構 番 号 調 査 区 旧 遺 構 番 号 長 軸 (m ) 短 軸 (m ) 深 さ (m ) 備 考

S B 0 1 62 B S B 0 1 4 間 3 間 - 掘 立 柱 建 物

S B 0 2 62 B S B 0 2 4 間 3 間 以 上 - 掘 立 柱 建 物

S E 0 3 89 F S E 0 2 (掘 形 直 径 ) - 2

S E 0 4 89 F S E 0 1 3 ・7 - 2 .5

S E 0 5 89 F S E 03 1 .7 - 1 .0

S D 16 89 A ・B S D 5 03 - (幅 ) 0 ・5 ～ 1・8 0 ・3

S D 17 89 A ・B S D 5 02 - 0 ・8 ～ 1 ・7 0 .5

S D 2 6 9 0A S D 03 - 1 - 1 .8 1 .1

S D 2 7 9 0 B a S D 03 - 0 .5 0 .05

S D 2 8 9 0 B a S D 04 - 0 .7 0 .05

遺 構 番 号 調 査 区 旧 遺 構 番 号 長 軸 (m ) 短 軸 (m ) 深 さ (m ) 備 考

S D 0 1 6 3A a ・6 3 C 外 堀 - (幅 ) 約 1 .0 2

S D 0 2 6 3A c ・6 3B a 外 堀 - 約 23 3 以 上

S D 0 3 6 2A ・6 2B S D 03 - 5 2

S D 0 4 62 A S D 01 ′ - 2 .7 0 .9

S D 0 5 62 A S D 01 「 3 1

S D 0 6 8 9A ・B S D 03 - 3 1 .7

S D 0 7 8 9A ・B S D 0 1 - 20 7

S D 08 8 9C S D 0 1 - 12 3 .5

S D 09 89 E a S D 2 3 - 8 ～9 2 .5

S D 10 8 9F S D 0 5 - 8 ～9 2 .5 - 3

S D H 90 B b S D 0 1 - 10 3

S D 12 63 B b S D 0 1 - 2 1

S D 13 6 2A S D 0 4 - 0 .6 - 0 .9 0 .2

S D H 6 2A S D 0 5 - 0 .7 0 ・3

S D 15 8 9A ・B S D ll - 0 .5 - 1 .5 0 ・4

S D 18 8 9 A ・B S D 50 1 12 4 ?

S D 19 8 9A ・B S D 0 2 - 5 0 ・4

S D 20 89 E b S D 18 - 2 ・5 0 .8

S D 2 1 89 F S D 10 - 1 ・5 ～2 1

S D 22 89 G b S D 0 3 - 1 .5 - 2 .5 0 .2

S D 23 89 G b S D 0 1 〟 - 0 .5

S D 24 9 0 B a S D 0 7 - 1 .5 0 .4

S D 25 9 0A S D 0 1 - 1 0 .4

S D 29 9 0 B a S D 0 9 - - 0 ・6

S E 0 1 6 3 B d S E 0 2 (掘 形 直径 ) 2 - - 桶 組

S E 0 2 6 3 B d S E 0 3 - - - 桶 組

S E 0 6 9 0A S E 0 1 2 - 2 桶 組

S K 0 1 6 3 B b S K 0 1 (直径 ) - (短 径 2 .5 0 .5

S K 0 2 6 2A S D 0 2 - 2 .7 0 ・5

S K 0 3 6 2A S K 0 5 2 1 ・5 0 .7 5

S K 0 4 6 2A S K 0 6 - 1 .2 0 .5

S K 0 5 6 2A S K 0 1 - 1 ・6 0 .1 5

S X 0 1 62 B 焼 土 層 約 8 3 .2 (屑 0 .07
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2.遺物表

1期1縄文

遺物番号 登 録 番 号 遺構 口径 cm 底径 cm 器高 cm 備 考

1 90B〝E-1034 SB1002 - - -
2 90B-E-1005 SB1002 - - -
3 90BーE-1004 SB1002 - - -
4 90B-E-1003 SB1002 - - -
5 90B-E-1012 SB1003 - - -
6 90B-E-1013 SB1003 - - -
7 90B-Eー1014 SB1003 - - -
8 90B-E-1009 SB1003 - - -
9 90B-Eー1010 SB1003 - - -
10 90BーE-1008 SB1003 - - -
ll 90B〝Eー1007 SB1003 - - -
12 90B-E-1015 SB1003 - - -
13 90B-E-1039 SK 1004 - - -
14 90B-Eー1040 SK 1004 - - -
15 90B-E-1055 包含屑

- - -
16 90B-E-1060 包含層 - - -
17 90BーE-1056 包含層 - - -
18 90B-Eー1057 包含層 - - -
19 90B-E〝1058 包含層 - - -

Ⅰ期2縄文

遺物番号 登 録 番 号 遺構 口径 cm 底径 cm 器高 cm 備考

20 90B-Eー1024 SD llOl 23.1 - -
21 90B-Eー1025 SD 1101 10.8 - -
22 90B-Eー1021 SD 1101 - - -
23 90B-E-1023 SD 1101 - - -
24 90B〝E-1020 SD 1101 - - -
25 90B-E-1022 SD 1101 - - -
26 90B-Eー1027 SD 1102 30.2 - -
27 90B-E-1028 SD 1102 - - -
28 90BーE〝1029 SD 1102 - - -
29 90B-E-1032 SD 1102 20.8 - -
30 90B-E-1025 SD 1104 10.4 - -
31 90B-E-1001 SD 1104 - 6.2 -
32 90Ca-E -1009 SD 1105 - - -
33 90CaーE-1005 SD 1105 - - -
34 90Ca-E-1006 SD 1105 - - -
35 90Ca-Eー1007 SD 1105 - - -
36 90Ca-E-1008 SD 1105 - - -
37 90Ca-E-1010 SD 1105 - - -
38 90Ca-E-1003 SD 1105 - - -
39 90Ca-E-1002 SD 1105 - - -
40 90Ca-E-1004 SD 1105 - - -
41 90Ca-E -1017 SD 1105 33.6 - -
42 90Ca-E -1012 SD 1104 - 5.4 -
43 90Ca-E -1013 SD 1104 - 4.4 -
44 90A -E-1023 包含層 - - -
45 90B-E-1017 包含層 - - -
46 90A -E-1022 包含層 - - -
47 90A-E-1014 包含層

- - -
48 90A -E-1008 ・包含層 - - -
49 90A -E-1003 包含屑 - - -
50 90A -E-1009 包含層 - - -
51 90A -E-1010 包含層 - - -
52 90A-E-1004 包含層 - - -
53 90B-E-1052 包含層 - - -
54 90A -E-1027 包含層 - - -
55 90A -E-1016 包含層 - - -
56 90A -Eー1015 包含層 - - -
57 90B -S-1003 包含屑 - - -
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ⅠⅠ期弥生時代後期-古墳時代

遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 口径 cm ) 底径 cm 器 高 cm ) 備 考

58 89 A B ーE -1 00 1 S B 1 20 1 - - -
59 89 A B -E -1 00 2 S B 1 20 1 - - 〟
60 89 A B -E ー1 00 4 S B 12 0 1 - 〟 -
6 1 8 9 A B -E ー1 00 5 S B 12 0 1 - - -
62 8 9A B -E - 10 0 6 S B 12 0 1 - - -
63 8 9A B -E ー10 0 7 S B 12 0 1 - - -
64 8 9 A B -E - 10 04 S B 12 0 1 - - -
65 8 9A B -E - 10 09 S B 12 0 1 - - -
6 6 8 9A B - E - 10 08 S B 12 0 1 - - -
6 7 8 9A B - E - 10 12 S B 12 01 - - -
6 8 89 A B - E - 10 11 S B 12 01 - - -
6 9 89 A B - E ー1 0 10 S B 120 1 - - -
7 0 89 A B -E -1 03 3 S B 120 4 - - -
7 1 89 A B -E -1 02 0 S B 1 20 4 1 3 .2 - -
72 8 9 A B 〝E ー1 01 4 S B 1 20 4 2 3・2 - -
73 8 9 A B ーE ー1 03 2 S B 1 20 4 1 6 .2 〟 -
74 8 9A B ーE 〝10 3 0 S B 1 20 4 1 4 .8 - -
75 8 9A B -E - 10 2 9 S B 1 20 4 1 3 .8 - -
76 8 9A B ーE ー10 3 1 S B 1 20 4 - 4 ・2 -
77 8 9A B -E ー10 2 5 S B 1 20 4 19 .2 - -
78 8 9A B -E - 10 23 S B 1 20 4 17 .4 - 9 .4

79 8 9A B -E ー10 2 7 S B 12 0 4 17 .6 - -
8 0 8 9 A B - E - 10 28 S B 12 04 17 .2 - -
8 1 8 9A B - E - 10 21 S B 12 04 16 .8 - -
8 2 89 A B - E - 10 24 S B 12 04 17 .8 - -
8 3 89 A B - E - 10 13 S B 12 04 17 ・2 - -
8 4 89 A B - E - 10 19 S B 12 04 27 .8 - -
8 5 89 A B - E -1 0 18 S B 12 04 23 ・8 - -
8 6 89 A B - E -1 0 17 S B 12 04 2 5 .4 1 4 .4 2 1・8

8 7 89 A B ーE -1 0 17 S B 12 04 2 5 .4 14 .4 2 1 .8

88 89 A B -E -1 0 16 S B 12 04 2 2 .4 1 4・4 2 1 .8

89 89 A B ーE -1 01 5 S B 120 4 2 1 ・2 1 4 .8 17 .4

90 89A B -E -1 04 5 S B 120 6 2 4 .4 - -
9 1 8 9A B ーE -10 4 6 S B 1 20 6 1 8 .2 14 .8 15 .1

92 8 9A B -E -10 4 1 S B 1 20 6 - 15 .6 〟
93 8 9A B -E ー10 4 8 S B 1 20 6 - - -
94 8 9A B ーE - 10 4 1 S B 1 20 6 1 8 .2 - 9 .8

95 8 9A B -E ー10 40 S B 1 20 6 16 .8 - 10・4

96 8 9A B -E - 10 38 S B 12 0 6 - 8 ・2 -
97 8 9A B -E - 10 44 S B 12 0 6 23 ・2 - -
9 8 8 9 A B -E ー10 42 S B 12 0 6 17 .8 - -
9 9 8 9A B -E - 10 39 S B 12 0fi 21 .2 ll .2 2 5 .8

10 0 8 9A B -E - 10 35 S B 12 0fi - - -
10 1 8 9A B - E - 10 36 S B 12 06 - - -
10 2 8 9A B - E ー10 34 S B 12 06 15 .1 5 ・6 2 6 .1

10 3 63 A d 〝E ー10 0 8 S B 12 09 - 4 ・6 -
10 4 6 3B c - E -1 00 1 S K 12 0 2 10 .8 4 ・1 12 .8

10 5 63A d -E - 10 04 S K 12 0 1 12 .8 4 .4 19 .8

10 6 89 A B ーE ー104 9 S D 12 01 - 5 .2 -
10 7 89 A B - E -1 05 0 S D 12 01 - 6・8 -
10 8 89 E a -E -1 0 11 S X 12 0 1 9 ・8 - 7 .6

10 9 89 E a -E 〝1 00 7 S X 12 0 1 12・8 - 6 .4

1 10 89 E a -E ー1 00 8 S X 12 0 1 1 5 .0 - 5 ・2

1 11 89 E a -E -1 02 4 S X 12 0 1 18 .4 - 6 .4

11 2 89 E a -E ー1 01 6 S X 12 0 1 8・4 12 .3 8 .9

11 3 89 E aーE ー1 01 7 S X 12 01 8 .1 ll .0 8 ・7

11 4 89 E a -E -1 01 8 S X 12 01 1 0 .4 ll .1 1 0 .2

11 5 89 E a -E -1 01 5 S X 12 01 8・4 ll .3 9 .2

n a 89 E a -E ー1 01 9 S X 12 01 8 .4 13 ・6 9・7

11 7 89 E a -E ー1 01 0 S X 120 1 14 .0 - -
11 8 89 E a -E -1 02 1 S X 1 20 1 - - -
119 89 E aーE 「10 0 9 S X 1 20 1 - 2 .4 -
1 20 89 E a -E - 10 2 0 S X 1 20 1 14 .6 - -
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遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 口径 (cm 底径 cm ) 器 高 (cm 備 考

12 1 89 E a -E -1 01 3 S X 12 0 1 2 1 .4 - -

12 2 89 E aーE -1 01 4 S X 12 0 1 1 5 .4 6・0 2 6 ・9

123 89 E a -E 〝102 3 S X 12 0 1 13 .4 - -

124 89 E a -E -1 01 2 S X 12 0 1 14 .2 9・4 25 .2

125 89 E a -E -1 02 2 S X 12 0 1 - 7 .4 -
1 26 89 E a -E -1 00 2 S K 12 04 16 .6 - 4 .8

1 27 89 E a〝E ー100 3 S K 12 04 1 9 .2 - -
1 28 89 E a -E -1 00 1 S K 12 04 19 .0 12 .8 ll .5

1 29 89 E a -E -1 00 4 S K 12 04 12 .4 - -

1 30 89 E a〝E - 1 00 5 S K 12 04 13 .3 9・3 22 .8

1 3 1 89 E aーE ー100 6 S K 12 04 18 .4 10 .6 30 .0

1 32 89 F -E -1 00 4 S Z 1 20 1 10 .6 2・8 17 ・4

1 33 89 F ーE -1 00 2 S Z 1 20 1 15 .8 5・4 28 .8

1 34 8 9F ーE -1 00 1 S Z 1 20 1 - 13 .2 -

1 35 8 9F - E -1 00 3 S Z 1 20 1 2 3 .2 15 .2 23 .2

1 36 89 A B - E -1 06 2 包含層 24 .8 - -

1 37 89 A B - E - 105 8 包含層 - - -
1 38 6 3A H -E - 10 06 包含層 - - -
1 39 6 3A d 〝E ー10 05 包含層

- 15 .6 -
1 40 89 A B 〝E - 106 5 包含層 - - -

1 4 1 89 A B - E 「105 2 包含層 - I -

1 42 89 A B - E - 106 (] 包含層 - 2 2 -

1 43 89 A B - E - 106 4 包含層 - - -

1 44 6 3 B C -E - 10 0 5 包含屑 - 10 .8 -

1 45 89 A B - E - 106 1 包含層 - 13 ・8 -

1 46 8 9A B -E - 66 包含層 - - -

1 47 63 A d -E - 10 02 包含屑 20 .2 - -

1 48 89 A B - E - 105 4 包含屑 14 .8 - -
1 49 89 A B - E - 105 9 包含層 14 .8 7 .4 20 ・8

1 50 89 A B - E - 105 6 包含層 19 .6 - -
1 5 1 89 A B ーE - 105 5 包含層 21 .2 - 〟
152 89 A B - E - 105 7 包含層 21 .8 - -

1 53 63A d -E 三10 03 包含屑 - 9・8 -

1 54 63A d 〝E - 10 03 包含屑 - 9 .6 -

1 55 63 A d 〝E - 10 0 1 包含層 - 9 .4 〟

156 89 A B - E - 106 3 包含層 - 8・2 -

1 57 8 9C - E - 102 8 包含層 20 .6 - 〟

158 8 9.C - E - 100 9 包含層 17 .・2 - -

1 59 8 9C - E - 104 3 包含層 - - -

1 60 8 9C - E - 104 1 包含層 - - -
1 61 8 9C - E - 104 6 包含屑 - 15 ・4 -
1 62 8 9C 〝E ー104 5 包含層

- 3 .6 -
1 63 8 9C - E - 104 7 包含層 12 .2 - -
1 64 89 C ーE ー103 3 包含層

- 4 .8 -
1 65 89 C ーE -1 00 4 包含屑 - 3・4 -

1 66 89 C ーE -1 02 2 包含屑 19・6 - -

1 67 89 C -E ー103 1 包含層 . 1 9 .2 - -

1 68 89 C ーE ー100 5 包含層 21 .6 - -

1 69 89 C 〝E ー103 (1 包含層 - 5 .6 -

1 70 89 C -E -1 00 9 包含層 16・6 - -

1 7 1 89 C -E -1 02 2 包含層 20 .6 - -

1 72 89 C -E -1 03 5 包含層 21 .2 - -
173 89 C -E -1 04 7 包含層 18 .2 - -
174 89 C -E - 1 03 4 包含層 17 .2 - -
17 5 89 C -E - 1 02 7 包含層 18 .6 - -
17 6 89 C 〝E 〝102 5 包含層

- - -
17 7 89 C -E -1 03 6 包含層

- 8・8 -
17 8 89 C -E -1 00 2 包含屑 - 6 .6 -

17 9 89 C -E -1 04 9 包含層 - 5・8 -

18 0 8 9C -E -1 04 2 包含層 - 6 .8 -

18 1 8 9C ーE -1 00 6 包含層 2 8 .6 7 .6 4 ・8

18 2 8 9C ーE -1 00 3 包含層 - 4 .4 -

18 3 8 9O E -1 01 0 包含層 18 .6 - -
18 4 8 9C - E -1 0 17 包含層 24 .8 - -
18 5 8 9C - E ー10 18 包含層 24 .8 - -
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遺物番 号 登 録 番 号 遺 構 口径 cm 底径 cm) 器高 (cm 備 考

186 89C -E -1021 包含層 - 13 .4 -
187 89CーE -1007 包含層 23 .8 - -
188 89C -E -1039 包含層 - - -
189 89C -E〝1001 包含層 25・2 14 .2 23.6

190 89C -E -1019 包含屑 - - -
191 89C -E -1036 包含層 17 .0 - -
192 89CーEー1040 包含層 - - -
193 89C -E -1024 包含層 - - -
194 89C -Eー1020 包含層 - - -
195 89C -Eー1044 包含層

- 14 .2 -
196 89C 〝E -1008 包含層

- 12・0 -
197 89E a -E -1086 包含層 17.6 - -
198 89E a -E -1066 包含層 18・0 - -
199 89E a -E -1124 包含層 - - -
200 89E a -E〝1112 包含層 - - -
201 89D a-E -1001 包含屑 12.2 5・0 20.2

202 89E a -E -1032 包含層 13.6 - -
203 89E a -E -1059 包含層 16.2 - -
204 89E a -E -1058 包含層 14.4 - -
205 89E a -E -1117 包含層 18.8 - -
206 89E a -E -1068 包含層 16・8 - -
207 89D a-Eー1010 包含層 18.9 - -
208 89E a -E -1079 包含屑 20.8 - -
209 89E a -E -1064 包含層 16.2 - -
210 89E a -Eー1057 包含層 14.8 - -
211 89E a -Eー1140 包含層 21.2 - -
212 89E a〝E -1031 包含層 - - -
213 89E a〝E -1061 包含層 - 6.8 -
214 89D a-E -1008 包含層 - - -
215 89E a-E -1084 包含層 - - -
216 89E a-E -1056 包含層 - - -
217 89E a-E〝1135 包含層

- 8・2 -
218 89E a-E -108G 包含層 14.2 - -
219 89E aーE -1142 包含層 14・8 - -
220 89E a-E -1089 包含層 14.0 - -
221 試掘T T 6 包含層 18.0 - -
222 89E a-E -1081 包含層 13・6 - -
223 89E a-E -1046 包含層 17.2 - I
224 89E a-E -1045 包含層 17.6 - -
225 89E aーE -1038 包含層 ll.2 - -
226 89E a-E -1051 包含層 15.2 - -
227 89E a-E -1042 包含層 17.4 - -
228 89E a-E -1041 包含層 12.4 - -
229 89E a-E -1047 包含層 15.4 - -
230 89E a-E -1099 包含層 10.8 - -
231 89E a-E -1116 包含層 14.8 - -
232 89E a-Eー1050 包含層 15.2 - -
233 89E a-E -1044 包含層 14.4 - -
234 89E aーE -1138 包含層 10.6 8・0 18 .8

235 89D a〝E -1003 包含層 12.8 8.2 24 .2

236 89E a-E -1088 包含層 14.8 - -
237 89E a-E -1136 包含層 16・8 10 .0 28 .8

238 89D a-Eー1006 包含層 15 .6 - -
239 89E a-E -1077 包含層 ll.8 - -
240 89E a-E -1092 包含層 14 .6 - -
241 89E aーE -1058 包含層 12 .0 - -
242 89E a-E -1091 包含層 13 .2 - -
243 89E a-E -1090 包含層 13 .4 - -
244 89E a -E -1082 包含屑 14 .4 - -
245 89E a -E -1034 包含層 12 .8 - -
246 89E a -E -1076 包含層 14 .8 - -
247 89E a -E -1033 包含層 14 .2 - -
248 89E a -E -1043 包含層 15 .4 - -
249 89E a -E -1049 包含層 15・2 - -
250 89E a -E -1097 包含層 18 .4
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遺 物 番 号 登 録 番 号 . 遺 構 口径 cm 底径 cm 器 高 cm 備 考

25 1 8 9E a - E -1 09 4 包含層 15 .6

25 2 8 9E a - E -1 04 8 包含屑 13 .2

25 3 8 9E a -E ー110 1 包含層 11・8

25 4 8 9E aーE ー109 8 包含層 15 .8

25 5 8 9E a -E -1 10 0 包含層 18 .6

25 6 8 9E aーE ー111 5 包含層 13 .0

25 7 89 E a -E -1 09 3 包含屑 16 .4

25 8 89 D a〝E -1 00 7 包含層 13 .6 - -
25 9 89 E aーE 一m i 包含層 15・0 - -

2 60 89 E a一E - 10 8 3 包含層 16・0 - -

2 6 1 89 E a -E - 1 12 6 包含層 13・4 8 .0 24 ・8

2 62 89 E a -E - 10 5 2 包含層 12 .6 - -
2 63 89 E a -E 〝113 7 包含層 - 10 .6 -
2 64 89 E a -E - 10 2 9 包含層 - 8・0 -
2 65 89 E aーE - 1 108 包含層 - 9 .0 -
2 66 89 E aーE ー111 9 包含層 23 .2 - -
2 67 89 E a -E 〝1132 包含層 24 .0 - -
2 68 89 E aーE ー10 2 5 包含屑 16 .8 l l .8 ll .8

2 69 89 E a -E ー10 2 6 包含層 23 .2 l l .6 17 .4

2 70 89 E a -E - 1 13 9 包含屑 27・6 - -

2 71 89 E a〝E - 1 12 2 包含屑 28・0 - -

2 72 89 E a -E - 1 11 0 包含屑 25 .6 - -
2 73 89 E a -E - 1 15 0 包含層 32・6 15 .2 2 0 .6

2 74 89 E a〝E - 1 12 0 包含層 17 .2 17 ・8 12 .6

2 75 89 E a -E - 1 13 0 包含層 - l l .0 -
2 76 試掘T T 6 包含層 - - -
27 7 89 E a -E - 1 12 1 包含層 - 13 ・6 -
27 8 89 E a -E - 1 14 3 包含層 - 1 1・2 -
27 9 8 9 E a -E - 10 28 包含層

- 8 .6 -
28 0 8 9 E a -E - 1 146 包含層 - l l .8 -
28 1 8 9E aーE - 10 69 包含層 ll .2 l l .8 8 ・4

28 2 8 9E a〝E - 1 104 包含層 16 .4 - 4 ・2

28 3 8 9E a〝E - 11 48 包含層 9・2 - -

28 4 8 9E a -E ー10 69 包含層 ll .2 12 .0 8 .4

28 5 8 9E a -E - 11 03 包含層 - 12 .0 -
28 6 8 9E a -E - 11 05 包含層 5.6 - 6 .8

28 7 8 9E a -E - 11 06 包含層 10 .2 - 6 .4

28 8 8 9E a -E - 10 74 包含層 ll .4 - 5 .2

28 9 8 9E a -E - 10 67 包含層 12 .0 - 7 .2

29 0 8 9E a -E - 10 7 1 包含屑 14 .2 - 6 .0

29 1 8 9E a -E - 10 70 包含層 16 ・2 - 5 ・6

29 2 8 9E a -E - 11 04 包含層 16 .4 - 4 .2

29 3 8 9E a -E ー10 53 包含層 16 ・6 - 5 .4

29 4 8 9E a -E ー11 44 包含層 - - -

29 5 8 9D b 〝E - 10 05 包含層 - - -

29 6 8 9D b -E - 10 03 包含層 - - -

29 7 8 9 F 〝E - 10 05 包含層 18 .2 - -
29 8 8 9D b -E ー10 04 包含層 - 15 ・0 -

ⅠⅠ1期古墳時代後期

遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 口径 cm 底径 (cm 器高 cm 備 考

299 62B ーM -1023 S Z 1301 - - -
300 62B -E ー1021 S Z 1301 - 5 .2 -
301 62B ーE -1022 S Z 1301 6.4 - 7 ・4

302 62B 〝E -1020 S Z 1301 8.8 - -
303 62B -E -1003 S Z 1301 - - -
304 62B -E -1005 S Z 1301 - - -
305 62B -E -1004 S Z 1301 - - -
306 62B -E -1006 SZ 1301 - - -
307 62B -E -1010 SZ 1301 - - -
308 62B -E -1009 SZ 1301 - - -
309 62B -E -1008 SZ 1301 - - -
310 62B -E -1007 SZ 1301 - - -
311 62B -E -1017 SZ 1301 - - -
312 62B -E -1018 SZ 1301 ll.0 8 .4 12・0

313 62B -E -1019 SZ 1301 ll.0 8 .4 12 .0

138-



遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 口径 cm 底径 cm 器高 cm 備 考

314 6 2 B -E - 10 1 2 S Z 13 01 - - -
3 15 6 2 B -E - 10 1 5 S Z 130 1 - - -
3 16 6 2B -E - 10 13 S Z 1 30 1 - - -
3 17 6 2B -E ー10 14 S Z 1 30 1 - - -
3 18 6 2B ーE ー10 17 S Z 1 30 1 - - -
3 19 62 B -E - 10 16 S Z 1 30 1 - - -
32 0 89 G a - E - 100 2 S X 13 08 7 .6 - 27 .2 集石基群 出土 .

32 1 89 G a - E 〝10 12 S Z 13 0 2 - 15 .4 -
3 2 2 8 9 G a〝E ー100 8 S Z 13 02 - l l .8 -
3 23 8 9G a -E -1 00 7 S Z 13 02 1 2 .0 - -
3 24 8 9G a -E -1 00 9 S Z 13 02 - 12 .0 -
3 25 8 9G aーE - 10 0 6 S Z 13 02 3 .2 4 .6 ll .8

3 26 8 9G aーE ー10 05 S Z 13 02 l l .6 9 .2 7 .8

3 27 89 G a ーE 〝10 04 S Z 13 02 l l .0 9 .6 8 .4

32 8 89 G a -E - 10 10 S Z 130 2 - 8 .4 -
32 9 89 G aーE - 10 11 S Z 130 2 - 10 .1 -
33 0 89 G a】E - 10 13 S Z 1 30 2 - 9 .6 -
33 1 89 G a - E ー10 03 S Z 1 30 2 15 ・0 16 .2 7 .2

3 3 2 89 G aーE - 10 01 S Z 1 30 2 ll .0 2 1 .1 4 .0

3 33 89G b - E - 10 03 S Z 1 30 3 - l l .1 3 .8

3 34 89G b〝E -1 0 12 S Z 1 30 3 - 1 3・8 3 .8

3 35 8 9G b -E -1 00 2 S Z 1 30 3 - 1 3 .2 4 .4

3 36 8 9G b -E -1 0 11 S Z 1 30 3 - 1 3 .6 3 .6

3 37 8 9G bーE -1 00 4 S Z 1 30 3 10 .6 - 4 .2

33 8 8 9G b -E -1 00 5 S Z 13 0 3 10 .4 - 4 .2

33 9 8 9G b -E - 1 00 6 S Z 13 0 3 l l .6 - 4 .4

34 0 8 9G b -E - 10 0 1 S Z 13 0 3 - - -
34 1 8 9G b -E 〝10 0 9 S Z 13 03 1 6 .2 - -
34 2 8 9G b -E - 10 1 0 S Z 13 03 1 8・6 - -
34 3 8 9G b ーE ー10 0 8 S Z 13 03 2 1 .2 - -
34 4 8 9G b -E - 10 0 7 S Z 13 03 25 .2 - 3 9 .2

34 5 9 0B -E - 10 19 S Z 13 04 - 8 .4 -
3 46 9 0B -E - 10 18 S Z 13 04 l l .4 6 .0 1 7 .2

3 4 7 8 9E b - E - 10 10 包含 層 14 .2 - -
3 48 8 9E b - E - 100 9 包含 層 13 .8 - -
3 49 89 E b -E -1 0 16 包含 層 17 .6 9 .4 33 .6

3 50 8 9F - E -1 0 15 包含 層
- 1 0 .8 4 .2

3 51 89 F -E -1 0 16 包含 層
- 12 .1 4 .6

3 52 89 F -E 「10 14 包含 層
- 1 2 .6 3 .8

3 53 89 F -E -1 00 7 包含屑
- 1 0 .6 4 .2

3 54 89 E b 〝E -10 1 1 包含層 - 1 0・8 4 ・6

3 55 89 E b -E -10 0 1 包含層 - 13 .2 3 ・4

3 56 89 F -E ー10 0 8 包含層 - 14 .4 -
35 7 8 9E b -E - 10 02 包含層 - 3 ・6 15 .0

35 8 8 9 F -E - 10 1 2 包含層 - ll .8 5 、6

35 9 8 9E b ーE - 10 05 包含層 ll .4 - 4 .8

36 0 8 9 F -E - 10 13 包含層 13・0 - 3 .8

36 1 8 9E b -E - 10 07 包含層 8・2 - -
36 2 8 9F - E - 10 17 包含層

- - -
36 3 8 9E b - E - 100 6 包含 層

- 11・6 -
36 4 8 9E bーE - 100 4 包含 層

- 14 .2 -
36 5 8 9E b - E ー100 3 包含 層

- 11・8 -
36 6 8 9F - E ー10 19 包含 層 - - -
36 7 8 9F - E -1 0 18 包含 層 - - -
34 8 8 9F -E ー10 11 包含層 30 .6 - -
36 9 8 9F -E ー102 1 包含層 20 ・8 - -
37 0 8 9F -E ー102 0 包含層 18 .6 - -
37 1 8 9F ーE 〝102 2 包含屑 19 .2 - -
37 2 8 9E b ーS- 10 0 1 包含屑 - - -
37 3 8 9F ーS- 10 0 1 包含屑 - - -
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Ⅳ期古代
遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 口径 (cm 底径 (cm) 器高 cm 備 考

374 63B c一E 】1002 SD 1401 ll.6 3 .2 6.2

375 89F -E -1032 SK 1401 - 13 .0 -

376 89F -E -1030 SK 1401 - 14 .3 -

377 89F -E -1029 SK 1401 - 17 ・2 -

378 89F -E -1033 SK 1401 7.6 9 .2 ll.8

379 89F ーE -1039 SK 1401 13.0 8 .9 2 .4

380 90B -E ー1043 S X 1501 15.0 7.2 5 .8

381 90B -E -1044 S X 1501 16.6 6.6 6 ・4

382 89F -E 〝1027 SD 1501 ll.6 6.2 2 .2

383 89F 〝E 】1026 SD 1501 12.4 6.4 3 .9

384 62B -E -1001 包含層 12.4 5・6 5 .6

385 62B 〝E -1002 包含層 13.2 6.4 4 .2

386 63B -E -1002 包含屑 12 .6 4・4 4 .8

387 63B ーE 〝1001 包含層 12 .8 6・2 4・6

388 89F -E ー1025 包含層 - 10.4 -

遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 口径 cm 底径 cm 器高 cm) 備 考

389 89F -E ー47 SE 04 皿A 1 7 .6 4.5 1.5

390 89F 〝E 〝72 SE 04 皿A 1 7 .8 4.2 1.6

391 89F -E -2 SE 04 皿A 1 7 .9 4.6 2.4

392 89F -E ー3 SE 04 皿A 1 7 .6 3 .7 1.7

393 89F -E ー71 SE 04 皿A 1 7 .5 4 .5 1.5

394 89F -E 〝4 SE 04 皿A 1 7 ・7 4 .8 1.7

395 89F ーE -6 SE 04 椀A 1 12 .4 - -

396 89F -E 〝5 SE 04 椀A 1 15.4 - -

397 89F -E -7 SE 04 椀A 1 15.0 - -

398 89F ーE ー10 SE 04 椀A 1 14.0 6 ・6 5 .4

399 89F -E -48 SE 04 椀A 1 15・1 7 .6 5 .5

400 89F -E -8 S E 04 椀A 1 14.4 5 ・8 5 ・2

401 89F -E -9 S E 04 椀A 1 13.8 7 ・0 5 .9 片口

402 89F 〝E -1 S E 04 土師質鍋 24・9 - - 伊勢型鍋

403 90A -E 一10 SD 26 皿A 2 7.5 5 .1 8 ・5

404 90A -E -9 S D 26 皿A 1 7・6 3 .7 1 .6

405 90A -E -8 S D 26 皿A 1 8 .0 4.5 1 .5

406 90A -E 〝1 S D 26 椀A 1 12 .3 6.8 5 .3

407 90A -E -5 S D 26 椀A 1 13 .2 6.2 5 .4

408 90A ーE 〝4 S D 26 梶 9 .8 5.9 4 .5 高い台がつ く

409 90A -E -3 S D 26 水注 7 ・9 - -

410 90A -E ー6 S D 26 二王=ゴー竺E 13 .6 - -

411 90A -E -ll SD 26 餐 36 .6 - -
常滑

412 90A -E -7 SD 26 土師質鍋 28 .1 - -
伊勢型鍋

413 89F -E 〝14 SE 03 椀A 2 ll .9 3 .8 4.9

414 89F -E -22 SE 03 椀 A 2 13 .1 4 .4 5・8

415 89F -E -24 SE 03 椀A 2 13 .6 4 .3 5.8

416 89F -E -23 SE 03 椀A 2 13 .9 4 .6 6.0

417 90A -E -4 SD 25 皿A 2 7.6 4 .0 1.1

418 90A -E -5 SD 25 皿A 1 8 .4 4 .2 1.9

419 90A -E -3 SD 25 縁■由皿 9.6 5 .4 19.5 灰■由

420 90A -E -6 SD 25 椀A 2 12.0 4 ・0 4・2

421 90A -E -1 SD 25 椀A 1 13.6 4 .8 5・4

422 90A -E -7 SD 25 二王=ゴー竺E 13.6 - -

423 90A ーE 〝2 SD 25 餐 42・6 - -
常滑

424 90A 〝E -6 S E 06 皿A 2 7.2 3 .8 1・4

425 90A -E -5 S E 06 皿A 2 8.8 3 .8 1 .8

426 90A -E -2 SE 06 椀A 2 ll .8 3・0 3 ・4

427 90A 〝E -4 SE 06 椀A 2 11 ・8 3・8 3 ・7

428 90A -E -1 SE 06 椀A 皇 ll .8 - -

429 90A -E -7 SE 06 .=土ゴ.写E 19 .6 - -
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Ⅵ期戦国
遣 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 口径 (cm 底径 cm 器高 cm 備 考

430 62B -E -10 S X 01 椀B 1 ll .8 - -

431 62B -E -ll S X 01 椀 B 1 12 ・8 - -

432 62B -E -8 S X 01 土師質皿B 3 ll .4 5.2 1・8

433 62B 〝E 〝9 S X 01 土師質皿B 7 17 ・0 8.4 3 .1

434 62B -E -15 S X 01 鉢D 2 - - -

435 63B c-E -25 S X 01 鉢D 3 - - -

436 62B -E ー14 S X 01 鉢A 1 - - -

437 62B 】E 】13 S X 01 l=土=ゴー5S 12 .9 - - 信楽

438 62B ーE ー12 S X 01 i竺E - 8・6 -
439 62B 〝E -16 S X 01 皿 9 .8 - - 青花

440 62B -E -17 S X 01 皿 8 ・7 4.9 1.9 青花

441 62B ーE -18 S X 01 皿 9 ・8 5・4 2・2 青花

442 63B C-E -23 S X 01 皿 10 .2 5.6 1.9 青花

443 62B ーE -22 S X 01 皿 - 9.0 - 青花

444 62B -E 〝20 S X 01 皿 13 ・8 9〝0 3・0 青花

445 62B -E -21 S X 01 碗 14 .2 - - 青花

446 62B -E ー19 S X 01 疏 14 .0 - - 青花

447 63B c-E ー24 S X 01 大皿 21.2 - - 青花

448 62B -E -23 S X 01 大皿 28 .5 17・1 4.2 青花

449 62B ーE -25 S X 01 碗 ? 19 .4 - - 朝鮮製

450 62B ーE ー24 S X 01 碗 22 .7 - - 白磁

451 62B -E -27 S X 01 蓋 16 .8 - - 青磁

452 62B 〝E -26 S X 01 碗 14 .0 - - 青磁

453 62B -E -29 S X 01 鉢 - - -
青磁

454 62B -E -28 S X 01 鉢 - - - 青磁

455 63A a-E -4 SD 01 土師質皿A 1 4 ・5 3 ・0 0.9

456 63A a-E -5 SD 01 土師質皿 10 .3 4 .1 2・3

457 63A a-E -8 SD 01 土師質皿 10 ・9 - -

458 63A a-E -6 SD 01 土師質皿B 4 12 .0 6 .8 2・1

459 63A a-E -7 SD 01 土師質皿B 4 12 .1 6 ・4 2・1

460 63A a-E -9 SD 01 皿D 10 .8 3 .9 2.5

461 63A a-E -1 SD 01 皿B 10 .4 5 ・2 3.2

462 63A a-E -3 SD 01 椀C 1 ll.3 - -

463 63A a-E -2 SD 01 椀B 1 ll.0 - -

464 63A cーE ー14 SD 02 鍋C 13 .4 - -
465 63A cーE -13 SD 02 鍋C 14 .5 - -
466 63A c-E -10 SD 02 疏 - 4 ・9 - 青花

467 63A c-E -27 SD 02 皿D 9 .9 4 .5 2〝2

468 63A c-E ー11 SD 02 鉢D 4 31.0 10 ・1 ll.6

469 63A c-E 〝12 SD 02 鍋B 39 .0 - -

470 62 A -E -19 SD 03 土師質皿A 2 6 .2 2 .3 1.0

471 62A -E -20 SD 03 土師貿皿A 2 6 .4 2 .1 1.2

472 62A -E -29 SD 03 土師質皿A 2 6 ・4 2 ・4 1.2

473 62A -E -32 SD 03 土師質皿A 2 6 .4 2 .1 1.3

474 62A -E -33 SD 03 土師質皿A 2 6 .2 1 ・2 1.2

475 62A -E -35 SD 03 土師質皿A 2 6 .4 2 .4 1・1

476 62A -E ー36 SD 03 土師質皿A 2 6 .4 2 .6 1.1

477 62A -E -37 SD 03 土師質皿A 2 6 ・4 2 ・3 1・4

478 62A -E -40 SD 03 土師質皿A 2 6 .6 2 ・1 1・1

479 62A -E -148 SD 03 土師質皿A 2 6 ・6 5 .8 1.2

480 62A -E -27 SD 03 土師質皿B 1 8 ・0 3 .1 2.0

481 62A -E -45 SD 03 土師質皿B 1 7.6 4 .2 1.5

482 62A -E -149 SD 03 土師質皿B 1 8 .0 4 .4 1.6

483 62A -E -21 SD 03 土師質皿B 1 7・8 4 .0 1.8

484 62A -E -119 SD 03 土師質皿B 1 8 .1 4 .6 1・6

485 62A -E -16 SD 03 土師質皿B 3 10 .6 5 .8 2.2

486 62A -E -126 SD 03 土師質皿B 3 10 .7 5 .9 2.1

487 62A -E -102 SD 03 土師質皿B 3 10.8 5 .5 2.0

488 62A -E -28 SD 03 土師質皿B 3 10.6 6 .1 2.1

489 62A -E -22 SD 03 土師質皿B 3 11・2 5 .8 2・2

490 62A -E -118 SD 03 土師質皿B 3 11・1 6 .0 2.2

491 62A ーE -54 SD 03 土師質皿B 3 ll.2 5 .3 2・2

492 62A -E -123 SD 03 土師質皿B 3 11・1 5 .5 2・3
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遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 口径 cm 底径 (cm 器 高 cm 備 考

49 3 62A - E - 13 0 S D 0 3 土師質皿B 3 ll .3 6・4 2 .0

4 9 4 62A ーE - 11 3 S D 0 3 土師質皿B 3 ll .2 4 .8 2 .0

4 95 62A - E - 12 1 S D 0 3 土師質皿B 3 12 .1 6 .6 2 ・3

4 96 6 2A - E - 12 4 S D 0 3 土師質皿B 3 ll .6 6 .5 2 ・3

4 97 6 2A - E -4 8 S D 0 3 土師質皿B 3 1 2・3 5・6 2 .8

4 98 6 2A - E -4 9 S D 0 3 土師質皿B 3 1 1・8 5 .4 2 .5

4 99 6 2 A - E -2 5 S D 0 3 土師貿皿B 3 l l .0 5 .6 2 ・6

5 00 6 2A - E - 11 2 S D 0 3 土師質皿B 3 ll .6 5・0 2 .0

5 0 1 6 2A - E - 51 S D 0 3 土師質皿B 3 ll .4 5 .8 1 .9

5 02 6 2 A - E - 17 S D 0 3 土師質皿B 4 12 .4 5・7 2 ・6

5 03 6 2A - E - 46 S D 0 3 土師質皿B 4 12 .4 6 .5 2 .5

5 04 6 2 A - E - 14 7 S D 0 3 土師質皿B 4 12 .3 5 .2 2 ・6

5 05 6 2 A - E - 13 S D 0 3 土師質皿B 4 12 .4 3 .3 2 .3

5 06 6 2 A - E - 8 S D 0 3 土師質皿B 4 12 .4 6 .8 2 ・7

5 07 6 2A - E - 55 S D 0 3 土師質皿B 4 12 .2 6 .6 2 ・7

5 08 6 2A - E - 50 S D 0 3 土師質皿B 4 12 .4 5 .8 2 .4

5 09 6 2A ーE - 15 8 S D 0 3 土師質皿B 5 14 .6 6・8 3 .0

5 10 6 2A - E ー43 S D 0 3 土師質皿B 5 14 .0 7 .▼5 2 ・8

5 1 1 6 2A -E ー42 S D 0 3 土師質皿B 5 14 ・6 7 .9 2 .7

5 12 6 2 A -E - 24 S D 0 3 土師質皿B 5 14 .4 6 .5 2 .8

5 13 62A -E - 10 8 S D 0 3 土師質皿B 5 14 .1 7 .5 2 .6

5 14 62 A -E - 44 S D 0 3 土師質皿B 6 15・5 7 .8 3 ・2

5 15 62 A -E - 41 S D 0 3 土師質皿B 6 ・15 .5 7 .5 3 .5

5 16 62 A -E - 99 S D 0 3 土師貿皿B 5 14 .8 8 .2 2 ・5

5 17 62 A -E - 10 5 S D 0 3 土師貿皿B 5 1 4 .3 9 .2 2 ・2

5 18 62 A -E - 15 7 S D 0 3 土師質皿B 5 13 .9 6・3 2 ・5

5 19 62 A -E - 9 S D 0 3 土師質皿B 5 1 4・4 6・9 2 .5

5 20 62 A -E - 96 S D 0 3 土師質皿B 5 14 .0 6 .4 2 .4

5 2 1 62 A -E - 14 6 S D 0 3 土師質皿B 5 14 .0 7 .4 2 .9

5 22 62 A ーE - 52 S D 0 3 土師質皿B 7 16 .9 8 .2 3 .0

5 23 62 A ーE 〝57 S D 0 3 土師質皿B 7 1 6 .6 8・0 3 .5

5 24 62 A -E - 15 0 S D 0 3 椀 B 1 12 .4 - -

5 25 63 B cーE ー3 S D 0 3 椀 B 1 ll .8 - 〟

526 63 B cーE 〝11 S D 0 3 椀 B 1 ll .5 - -

5 27 63 B c -E - 20 S D 0 3 椀 B 1 ll .9 - -

5 28 63 B C -E - 12 S D 0 3 椀 B 1 ll .7 - -

5 29 63 B C -E ー4 S D 0 3 椀 B 1 10 .8 4 .4 6 .3

5 30 63 B c -E ー21 S D 0 3 椀 B 1 12 .4 - -

5 3 1 62 A -E ー61 S D 0 3 椀 B 1 ll .8 4 .3 5 .4

5 32 63 B C -E ー19 S D 0 3 椀 B 1 11・1 4・1 6 ・0

5 33 63 H C -E - 14 S D 0 3 椀 C 3 13 .8 7 .0 3 .5

5 34 62A -E - 15 4 S D 0 3 椀 C 5 12 .5 - -

5 35 6 2A -E - 5 S D 0 3 椀 C 2 13・5 - -

5 36 6 2A -E - 15 3 S D 0 3 椀 C 2 14 .8 - -

5 37 6 3 B c- E - 13 S D 0 3 鉢 C 1 8・1 6・2 5 .0 香炉

538 6 3 B c- E - 5 S D 0 3 壷E 4 .2 4 .4 7 .0 茶人

539 6 3 B c〝E l8 S D 0 3 壷D 4 .1 4 .6 7 .0 水注

540 6 3 B C- E -9 S D 03 壷D 4・8 4 .5 6 .9 水注

541 6 2A - E -5 6 S D 03 壷B 9 .4 9 .6 19 .3

5 42 6 3 B C- E - 7 S D 03 壷B 1 0・5 9・2 17 .7

5 43 6 3 B cーE - 15 S D 03 碗 13・4 . 4 .4 7 .0 青磁

544 6 2 A - E - 15 6 S D 03 鉢 - - - 青磁

545 6 2A 〝E l2 S D 03 鉢A 2 3 1 .0 13 ・0 l l .7

5 46 6 3 B C- E - 17 S D 03 鉢A 2 3 9 .4 - -
54 7 6 2A - E -9 S D 03 鉢A 3 - l l .0 -

54 8 6 2A - E - 15 2 S D 03 鉢D 2 - - -

54 9 6 2A - E - 15 5 S D 03 鉢D 3 - - -

55 0 6 2A 一E -9 0 S D 03 鉢D 3 3 1 .1 - -

55 1 6 2A - E -3 S D 03 鍋 A 2 1・2 - -

55 2 6 3 B c- E -6 S D 03 鍋C l l .2 5 ・3 16 .0

55 3 63 B cーE l 1 S D 03 鈴 - - 2 .5

55 4 63 B C -E ー2 S D 03 鈴 - - 4・6

55 5 62 A -E ー6 S D 03 鈴 - - 4 .5

55 6 62A -E - 14 4 S D 04 土師質皿B 4 1 2 .8 6 .8 2 .4

55 7 62 A -E - 14 5 S D 04 =ゴ=二、32 - 16 .0 - 青磁

-142-



遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 .口径 (cm ) 底径 cm 器高 cm 備 考

55 8 62 A -E - 1 37 S D 0 5 土師質皿A 2 6 .6 5 .4 1 .1

55 9 62 A 〝E - 1 38 S D 0 5 土 師質 皿B 1 8 .4 4 .4 1・9

56 0 62 A -E -1 39 S D 0 5 土 師質 皿B 5 14 .4 7 .1 2・9

56 1 6 2A -E -1 2 S D 0 5 土 師質 皿B 5 14 .2 6・4 2 .9

56 2 6 2A -E - 1 41 S D 0 5 鉢A 3 36 .0 - -
56 3 ・62A 〝E -5 8 S D 0 5 鉢C 2 10 .0 5 .8 5・0

56 4 62 A -E -6 G S D 0 5 壷D - 4 .6 -
56 5 6 2A -E -1 40 S D 0 5 皿C 3 - 6 .2 - 灰■由

56 6 62 A -E - 1 42 S D 0 5 碗 13 .0 - - 青花

56 7 62 A 〝E 〝14 3 S D 0 5 碗 - - - 青花

56 8 62 A -E - 59 S K 03 鉢C 3 5 .4 4 .0 3・6

56 9 62 A -E - 6 7 S K 0 3 土師質皿A 2 6 ・9 1・1 1 .7

57 0 62 A -E - 87 S K 0 3 土師質皿A 2 7 .6 3 .5 1 .5

57 1 62 A -E - 78 S K 0 3 土師質皿A 2 7 .8 4・5 1 .4

57 2 62 A -E - 89 S K 0 3 土師質皿A 2 7 .6 4 .0 1 .5

57 3 62 A -E 〝84 S K 0 3 土師質皿A 2 8 .2 4 .9 1 .5 さ

57 4 62 A -E ー86 S K 0 3 土師質 皿B 3 10 .6 5 .0 2・3

57 5 62A 〝E - 76 S K 0 3 土師質皿 B 3 10 .6 4 .0 2 .15

57 6 6 2 A - E - 64 S K 0 3 土師質皿 B 3 10 ・9 5・0 2・2

57 7 6 2 A - E -6 6 S K 0 3 土師質皿 B 3 11 ・0 5 .4 2 .3

57 8 6 2A - E - 63 S K 0 3 土師質皿 B 3 11 ・7 5 .1 2 .2

57 9 6 2 A - E - 79 S K 0 3 土師質皿 B 3 ll .0 5・5 2・2

58 0 6 2 A - E -8 0 S K 0 3 土師質皿 B 等、 ll .4 5 .0 2・2

58 1 6 2 A - E -6 S K 0 3 土師質皿 B 4 13 .1 6 .6 2 .8

5 82 6 2A -E - 74 S K 0 3 土師質皿 B 4 13 .4 6 .5 2 .5

5 83 6 2A -E -6 5 S K 0 3 土師質皿 B 5 14 .6 4 .2 3・0

5 84 6 2A - E -8 1 S K 0 3 土師質皿 B 6 15 .a 7 .6 3 .0

5 85 6 2A - E 〝82 S K 0 3 土師質皿 B 7 17 .0 9 .1 3 .0

5 86 6 2 A - E - 77 Sは03 土師質皿 B 8 2 1 .8 l l .6 3 .0

5 87 8 9 A B -E - 4 7 S D 0 6 土師質皿 B 1 7 .8 3 .6 1 .5

5 88 8 9A B -E - 46 S D 0 6 土師質皿 B 2 9 .0 4・4 1 .6

5 89 8 9 A B -E - 48 S D 0 6 土師質皿 B 3 ll .8 4 .4 2 .3

5 90 8 9 A B -E - 1 S D 0 6 土師質皿 B 3 11 ・0 6 .0 2・1

5 9 1 8 9A B -E - 45 S D 0 6 土 師質皿 B 5 13 .6 6・6 2 .1

592 8 9A B 〝E - 16 S D .06 土師質皿 B 5 14 .0 6 .7 3 .0

593 8 9A B 〝E - 44 S D 06 土師質皿 B 6 16 .0 8 .0 2 .9

59 4 8 9A B -E - 56 S D 06 土師質皿A 2 7 .6 3 .1 1・5

59 5 8 9A B -E - 55 S D 06 土師質皿B 1 7 .6 5 .0 1 .9

59 6 8 9 A B -E ー54 S D 06 土師質皿B 2 9 .0 5 .0 1 .6

59 7 8 9A B -E - 53 S D 06 土師質皿B 3 ll .2 4・6 2 .3

59 8 8 9 A B -E - 50 S D 06 土師質皿B 4 12 .3 6 .8 2 ,1

59 9 8 9A B -E - 15 S D 06 土師質皿B 4 12 ・6 6 .4 2 .8

60 0 8 9 A B -E ー52 S D 06 土師質皿B 6 15 .4 8 .0 2 .7

60 1 8 9A B -E - 9 S D 06 土師質皿B 1 8・0 3・8 1「8

60 2 8 9 A B -E - 10 S D 06 土師質皿B 1 7 .8 4 .2 1・9

60 3 8 9 A B -E - 13 S D 06 土師質皿B 3 1 1・0 6 .8 1・8

60 4 8 9A B -E 〝63 S D 06 土師質皿B 3 ll .2 5・8 2 .1

60 5 8 9 A B -E - 66 S D 06 土師質皿B 5 13 ・8 5 .6 2 ・9

60 6 8 9 A B -E - 65 S D 06 土師質皿B 5 13・8 7 .3 3 ・0

60 7 8 9 A B -E ー49 S D 06 土師質皿B 6 15 .2 7 .6 3 .0

60 8 8 9A B -E - 43 S D 06 土師質皿B 4 1 3 .0 7・0 2 .7

60 9 89 A B -E - 42 S D 06 土師質皿B 6 15 .2 7・4 2 ・8

61 0 89 A B -E - 41 S D 06 土師質皿B 6 1 5・3 8 .2 2 ・8

61 1 89 A B -E - 7 S D 06 土師質 皿A 2 6 .0 2・9 1 .3

61 2 89 A B -E - 8 S D 06 土師質皿B 1 7 .6 3 .8 1 .8

61 3 89 A B -E ー12 S D 06 土師質皿B 1 8 .2 4 .0 1 .8

61 4 89 A B -E -7 1 S D 06 土師質皿B 2 9 .5 3 .6 2 .4

61 5 89 A B -E -3 7 S D 06 土師質皿B 3 1 0 .8 6 .0 1 .9

61 6 89 A B -E -28 S D 06 土師質皿B 3 1 0 .8 5 ・0 2 .3

61 7 89 A B ーE -70 S D 06 土師質皿B 6 1 5・2 7・3 2 .9

61 8 89 A B -E -3 1 S D 06 土師質皿B 6 1 5 .1 8 .2 2 ・8

61 9 89 A B -E -79 S D 06 椀 B 1 l l .2 - -

62 0 89 A B -E -75 S D 06 椀 B 1 1 2 .8 - -

62 1 89A B -E -84 S D 06 椀 B 1 1 2 .7 - -

62 2 8 9A B -E -4 S D 06 椀 B 3 - 4 .4 -
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遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 口径 cm 底径 cm 器高 cm 備 考

62 3 8 9 A B -E - 76 S D 06 碗 C 1 1 6 .8 - -

62 4 8 9 A B -E - 7 7 S D 06 皿B 12 .2 - -

62 5 8 9A B 〝E - 9 9 S D 06 皿B 12 .7 5 .4 2 .8

62 6 8 9A B -E - 8 5 S D 06 椀 C 2 14 .9 - -

62 7 8 9A B -E - 82 S D 06 皿 12 .1 - - 青磁

62 8 8 9 A B -E - 78 S D 06 碗 20 .6 - - 青磁

62 9 8 9A B -E - 23 S D 06 鉢A 3 2 7 .4 l l .8 8 .9

63 0 8 9 A B -E - 73 S D 06 鉢D 2 2 9 .0 - -

63 1 8 9 A B -E - 74 S D 0 6 鉢D 3 2 9 .8 9 .8 12 .0

6 3 2 8 9 A B -E - 87 S D 0 6 鉢D 4 2 6 .8 - -

6 3 3 8 9A B -E - 88 S D 0 6 鈴 - - 4 .3

6 3 4 8 9 A B -E - 80 S D 0 6 ? - - -

6 3 5 8 9A B -E - 93 S D 0 7 土師質皿B 1 7 .3 4 .2 1 ・7

6 3 6 8 9A B -E - 92 S D 0 7 土師質皿B 2 9・8 3・6 2 ・8

6 3 7 8 9 A B -E - 90 S D 0 7 皿D 9 .9 4 .6 2 .5

6 38 8 9 A B -E - 94 S D 0 7 皿C 3 10 .2 3 .6 1 .9

6 39 8 9 A B -E - 97 S D 0 7 碗 16 .0 - - 青磁

640 8 9A B -E - 10 1 S D 1 9 椀 B 1 ll .8 - -

6 4 1 8 9A B -E - 10 2 S D 1 9 椀 B 1 12 .1 - -

6 42 8 9 A B -E - 10 4 S D 1 9 椀C 4 16 .0 3 .0 5 .3

6 43 8 9 A B -E - 10 7 S D 1 9 鉢 D 2 2 2 .4 - -

6 44 8 9 A B -E -1 06 S D 1 9 鉢 D 3 2 6 .6 - -

6 45 8 9 A B -E -1 03 S D 1 9 壷4 12 .8 - -

6 46 8 9 A B -E -7 2 S D 1 5 鍋A 24 .5 4 .3 13 .9

6 47 8 9 A B -E -2 4 S D 1 5 鉢 D 1 20 .4 1 0・2 l l .8

6 48 8 9A B -E -2 5 S D 1 5 鉢 13 .8 1 4 .4 7 .5 瓦質、 火鉢 か

649 8 9A B -E -2 6 S D 1 5 鉢 28 .3 3 1 .8 17 .0 瓦質、 火鉢

650 8 9 C -E - 14 S D 0 8 土師質皿A 2 6 ・2 4 .6 0 ・9

6 5 1 8 9C ーE - 12 S D 0 8 土師質皿A 2 5 .4 - 1 .2

6 52 8 9C -E - 4 S D 0 8 土師質皿A 2 6 .2 - 1 .2

6 53 8 9C -E - 13 S D 0 8 土師質皿A 2 5 .8 5・0 1 .0

6 5 4 8 9C -E - 8 S D 0 8 土師質皿 B 2 9 .0 3 .6 2 .0

6 5 5 8 9C -E - 26 S D 0 8 椀 B 1 12 .0 - -

6 56 8 9C -E - 25 S D 0 8 椀 B 1 12 ・0 - -

6 5 7 8 9C -E - 24 S D 0 8 椀 B 1 ll .4 4 .4 -

6 5 8 8 9C -E 〝23 S D 0 8 椀B 1 12 .6 - -

6 5 9 8 9O E - 29 S D 0 8 椀B 1 - 4 .8 -

6 6 0 8 9C -E - 27 S D 0 8 椀 B 2 - 4 .8 -

6 6 1 8 9O E - 28 S D 0 8 椀 B 2 - 4・4 -

6 6 2 8 9O E - 30 S D 08 椀 D 1 - 5 .4 -

6 6 3 8 9C -E - 16 S D 0 8 皿D 10 .1 4 .1 -

6 6 4 8 9C -E - 1 S D 0 8 皿D 10 .2 4 .8 2 ・7

6 6 5 8 9C -E 〝17 S D 0 8 皿D 9 ・9 5 .1 2 ・5

6 6 6 8 9C -E - 18 S D 0 8 皿C 1 10 .6 5 .8 2 ・5

6 6 7 8 9C -E - 22 S D 0 8 皿C 4 12 .1 5 .5 2 .5

6 6 8 8 9C -E - 20 S D 0 8 皿C 2 - 5 .9 -

6 6 9 8 9C -E - 2 1 S D 0 8 皿C 2 - 9・1 -

6 7 0 8 9 C -E - 36 S D 0 8 壷A - 15 .2 -

6 7 1 8 9 C -E - 6 S D 0 8 皿 21 .6 - - 白磁

67 2 89 C -E - 5 S D 0 8 皿 - 7・8 ▼ - 白磁

67 3 89 C -E - 2 S D 0 8 壷C 16 .6 - -

67 4 89 C -E - 34 S D 0 8 鉢D 2 27 .4 - -

67 5 89 C -E - 35 S D 0 8 鉢 D - 8・8 -

67 6 89 C -E - 10 S D 0 8 鶴 - 5 .4 -
青花

67 7 89 C -E - 9 S D 0 8 皿 - 2 .8 - 青花

678 89 C -E - 3 2 S D 0 8 瓶 - 14 .0 -

6 79 89 E a -E -4 S D 0 9 皿C 1 - 5 .1 - 灰粕

680 89 E a - E -l S D 0 9 碗 - 4 .8 - 青磁

681 8 9E a - E -5 S D 0 9 瓶 - 10・4 -

6 82 8 9F ーE -6 3 S D 10 椀B 1 12 .4 - -

6 83 8 9F - E -1 6 S D 10 椀B 1 12 .0 3 .9 6 .7

6 84 8 9F - E ー61 S D 10 皿B 8 ・8 - -

6 85 8 9F - E -3 6 S D 10 皿C 3 - 6 .5 -

6 86 8 9F - E -6 2 S D 10 壷E 4 .8 - -

6 87 8 9F - E -3 5 S D 10 椀D 2 - 4 .4 -
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遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 口径 cm) 底径 cm ) 器高 cm ) 備 考

68 8 89 F -E ー15 S D 10 餐 47 .4 - - 常滑

68 9 89 F -E - 6 4 S D 10 鉢D 3 3 2 .4 - -
69 0 89 F -E - 54 S D 2 0 土師質皿A 2 6 .2 5 .4 1 .1

69 1 89 E b -E -2 S D 2 0 椀 B 1 11・4 - -
69 2 89 F -E - 70 S D 2 0 土師質皿B 5 14・0 4・8 -
69 3 T ・T ・1 S D 2 0 鍋A

69 4 89 F -E - 28 S D 2 1 椀 B 3 12 .4 - -
69 5 89 F -E - 66 S D 2 1 椀 B 3 - 4 .0 -
69 6 8 9 F -E - 27 S D 2 1 椀 B 3 l l .8 3 .9 -
69 7 8 9 F -E - 65 S D 2 1 皿D 9 .4 2 .0 -
6 9 8 8 9F -E - 32 S D 2 1 皿D 1 0・5 3 .2 -
6 9 9 8 9F - E - 26 S D 2 1 土師質皿A 2 7 .6 - -
7 0 0 8 9F - E ー30 S D 2 1 壷C 1 3・0 - -
7 0 1 8 9F - E -2 9 S D 2 1 鉢B 1 9・2 - -
7 02 8 9F - E -4 6 S D 2 1 鉢D 2 2 8 .8 6 .5 13 .2

7 03 8 9F - E -3 3 S D 21 餐 37 .0 - - 常滑

704 8 9G b -E ー1 S D 23 椀 B 1 l l .0 3 .8 6 .9

7 05 90 B -E - 1 S D 29 椀 B 1 l l .8 - -

遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 長 さ cm 幅 cm 寒 さ cm 備 .考

70 6 63 A a -W - 1 S D 01 地 蔵 菩 薩 像 6 ・8 2 .1 0 .9

70 7 63 A a ーW - 2 S D 0 1 梶 1 4 .6 8 .2 10 .0

70 8 62 A -W - 22 S D 0 3 人 形 4 .6 1 .6 1 .0

70 9 63 B C -W - 1 S D 0 3 人 形 7 .4 1 .4 0 .2

7 10 62 A -W - 24 S D 0 3 人 形 7 ・0 2 ・0 0 .35

71 1 62 A -W - 23 S D 0 3 人 形 6 ・3 1 ・5 1 ・3

71 2 62 B - W -1 S D 0 3 人 形 2 1 .6 1 .5 1 .5

71 3 63 B C -W - 2 S D 0 3 獅 子頭 4 .8 3 ・8 2 .0

71 4 63 B C -W - 3 S D 0 3 オ師子頭 5 ・5 4 ・4 0 .8

71 5 62 A -W - 29 S D 0 3 ? 3 .8 1 .9 1 ・4

71 6 62 A -W ー25 S D 0 3 呪 符 木 簡 6 .2 2 .3 1 .0

71 7 63 B C -W ー4 S D 0 3 呪 簡 木 簡 22 .2 2 .4 1 ・0

71 8 62 A -W - 26 S D 0 3 呪 符 木 簡 20 .3 2 .2 0 ・3

71 9 63 B C -W -6 S D 0 3 へ ら 11 ・2 2 ・8 0 .3

72 0 63 B C -W -5 S D 0 3 ヘ ら 9 .7 2 .4 0 .25

72 1 62A -W -2 7 S D 0 3 ヘ ら 10 .3 3 .0 0 .3

722 6 2A -W -2 8 S D 0 3 ヘ ら 15 .8 3 .2 0 ・3

72 3 6 2A -W -3 2 S D 0 3 刀 形
-

2 .2 1 .5 5

724 6 3 B c -W ー9 S D 0 3 ヘ ら 17 .1 1 ・9 0 ・5

725 6 3 B C- W -8 S D 0 3 ヘ ら 13 ・0 0 .9 0 ・5

726 6 3 B C- W ー1 0 S D 0 3 ヘ ら 16 .0 4 .4 1 .8

72 7 6 3 B C- W -7 S D 0 3 ヘ ら 16 .1 2 ・2 0 .3

7 28 6 3 B C- W -1 5 S D 0 3 ヘ ら l l .3 1 .25 0 .3

7 29 6 3 B c- W -1 2 S D 0 3 へ ら 2 0 .3 1 .1 0 .5

7 30 6 3B c- W -1 4 S D 03 ヘ ら 1 2 .8 0 .7 0 .2

7 3 1 6 3 B C- W -1 3 S D 03 ヘ ら 1 6 ・3 1 ・4 0 ・5

7 32 6 3B C- W ー1 1 S D 03 ヘ ら 1 9 .0 1 .5 0 .4

7 33 6 3B C- W -16 S D 03 ? 1 6 .2 2 .5 1 .0

734 6 2A -W -30 S D 03 ? 8 .6 2 ・2 1 ・0

735 6 3B C- W -32 S D 03 烏 龍 ? 1 0 .9 0 .6 5 0 .3

736 6 3B C- W -3 1 S D 03 烏 龍 ? 9 .2 0 .6 5 0 .3 5

73 7 6 3B c- W - 33 S D 03 烏 龍 ? 8 .6 0 .9 0 .3

738 6 3B cーW ー34 S D 03 烏 龍 ? 1 7 .6 0 .8 0 .4

739 6 3B C- W -35 S D 03 烏 龍 ? 2 0 .5 2 .3 0 ・5

740 6 3 B C- W ー17 S D 03 ? 8 ・6 2 ・7 0 .9

74 1 6 3 B c- W -18 S D 03 ? 15 .5 1 .9 1 .7

742 6 2A - W -46 S D 03 栓 3 ・2 3 .4 2 .1

743 6 2 B -W - 4 S D 03 下 駄 20 .8 8 .6 3 ・9 露卯 下 駄

744 6 2A - W -50 S D 03 下 駄 2 1 ・0 8 .2 3 ・3 露卯 下 駄

7 45 6 2A - W ー3 7 S D 03 梶
- - -

鶴 亀 文

7 46 6 3 B c〝W -20 S D 03 梶 7 .5 4 .0 2 .5

7 47 6 2A ーW -36 S D 0 3 梶 8 ・5 5 .0 2 .7

7 48 6 3B cーW -2 1 S D 03 梶 8 .8 5 .5 2 .9

7 49 6 3B C- W -22 S D 0 3 ? 7 ・7 7 ・2 1 ・8 黒 漆 塗 り
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遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 口径 cm) 底径 cm 器高 cm 備 考

750 6 2 A -W -3 3 S D 0 3 しゃ もじ 18 .0 6 .5 0 ・3

7 5 1 6 2 A ーW ー34 S D 0 3 箸 24 .8 0 .6 0 .4 5

7 52 6 2 A -W -3 5 S D 0 3 箸 17 .7 0 .5 0 .5

7 53 6 2 A -W -4 9 S D 0 3 柿 7 .8 1 .7 1 .2

7 54 6 2 A -W -4 1 S D 0 3 茶 等 7 .8 3・5 1 .3

7 55 6 2 A -W ー2 S D 0 3 茶覧 7 ・3 3・7 1 .5

7 56 6 2 A -W ー43 S D 0 3 柄 杓 34 .7 1 .0 7 .2

7 57 6 2 A -W -4 G S D 0 3 折敷 35 ・4 ll .2 0 .3

7 58 6 2 A -W -3 9 S D 0 3 折敷 7 .4 7 .4 0 .6

7 59 6 3 B C -W -2 5 S D 0 3 折敷 6 ・5 6・5 0 ・5

7 60 6 2 A -W -3 1 S D 0 3 折敷 12 .3 12・0 2 .15

7 6 1 6 2 A -W ー42 S D 0 3 曲物底板 4 .5 2 .1 0 .6

7 62 6 3 B C -W -2 6 S D 0 3 曲物底板 4 .2 3・0 0 .4

7 63 6 3 B C -W - 27 S D 0 3 折敷 6 ・6 4・1 0 .5

7 64 62 A -W -3 8 S D 0 3 折敷 3 .6 10 .5 0 .15

7 65 62 A -W - 44 S D 0 3 底杯 10 ・0 3 .6 0 .5

7 66 63 B C -W - 28 S D 0 3 底杯 10 .7 6・6 0・45

7 67 62 A -W - 45 S D 0 3 底板 13 .6 6 .8 0 .8

7 68 63 B C -W 〝29 S D 0 3 底板 20 ・4 5 .3 0 .2

7 69 63 B C -W 〝30 S D 0 3 桶側板 26 .5 10 .5 1 .2

7 70 62 A -W - 48 S D 0 3 桶側板 15 .0 10 ・3 1・9

7 7 1 62 A -W - 1G S D 0 4 鳥形 ll .0 3 ・8 0 .2

7 72 62 A -W - 15 S D 0 4 人形 12 .2 1 ・0 1 .4

7 73 62 A -W - 17 S D 0 4 ヘ ら 18 .6 2 .4 0 .3

7 7 4 62 A -W - 18 S D 0 4 ヘ ら 16 .5 2 .6 0 .2

7 7 5 62 A -W - 20 S D 0 4 柄 10 .4 3 .1 2 .4

7 7 6 62 A -W - 19 S D 0 4 曲物 5 ・5 3 .1 4 .5

7 7 7 62 A -W - 21 S D 0 4 下駄 20 .7 ll .1 6 .8

7 7 8 62 A -W - ll S D 0 5 箸 29 ・0 0 .8 0 .6

7 7 9 62 A -W - 12 S D 0 5 箸 29 .0 0 .8 0・6

78 0 62 A -W - 14 S D 0 5 曲物 6 ・0 2 .8 4 .8

78 1 62 A -W - 9 S D 0 5 羽子破 37 ・5 3 ・0 0 .8

78 2 62 A -W - 10 S D 0 5 ? 8 ・4 1 .5 0 .2

78 3 62 A -W - 6 S D 0 5 折敷 4 .8 5 10 .7 0・1

78 4 6 2A -W - 7 S D 0 5 折敷 ll .5 12 .0 0 .2

7 8 5 62 A -W ー8 S D 0 5 絵馬 22 .5 18 .5 0 .2

78 6 62 A -W - 1 S D 0 5 ? 10 .5 - - 10 .5cm角折数 を利用

787 62 A -W - 3 S D 0 5 ? 2 1 .7 - - 2 1・7cm角折数 を利用

788 62 A -W - 4 S D 0 5 ? 2 1 .2 - - 1 .2cm角折数を利用

789 62 A -W ー2 S D 0 5 ? 2 1 .2 - -
2 1 .2cm角折数 を利用

790 62 A -W - 5 S D 0 5 ? 2 1・8 - -
2 1 .8cm角折数 を利用

791 63 B d - W -3 6 S E 0 2 秩 10 .5 4 .0 1 .7

7 9 2 63 B d - W -3 7 S E 0 2 楔 10 .2 3 .5 2 .0

7 9 3 63 B d - W ー38 S E 0 2 底板 25 .8 12 .5 0・5

7 9 4 89 A ・B -W -2 S D 0 6 漆椀 - - -

7 9 5 89 A -B -W -3 S D 0 6 漆椀 - - -

7 9 6 89 A -B -W ー7 S D 0 6 下駄 21 .1 8 .6 3 .2

7 9 7 89 A -B -W 〝8 S D 0 6 下駄 20 ・0 9 ・0 3 .0 歯 1枚 残存

798 89 A ・B -W -6 S D 0 6 桶側板 9 ・6 6 ・5 0 .8

7 99 89 A ・B -W -5 S D 0 6 折敷 21 .4 7 .6 0・3

8 00 89 A -B -W -4 S D 0 6 曲物 4 ・1 3 .4 4 .7

8 0 1 89 A ・B -W - l S D 0 6 刀形 20 ・5 2 ・0 0 .6

8 0 2 89 C -W - 1 S D 0 8 漆皿 - 4 ・8 -

8 0 3 89 A B -W - l l S D 18 ? 5 ・3 1 .3 0 .1

80 4 89 A B -W - 12 S D 18 ? 5 .1 1 ・3 0 .1

80 5 89 A B -W - 9 S D 18 人形 12 .7 3 .1 0 .7

80 6 89・A B - W - 10 S D 18 ? 12 .1 1 .4 0・1

80 7 89 A B - W - 1 3 S D 18 下駄 17・0 9 .5 3・7
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石製晶

遺 物 番 号 登 録 番 号 遺 構 器 種 長 さ cm ) 幅 cm 寒 さ cm 備 考

80 8 89 E a - S - 1 S D 0 9 砥石 4 ・8 4・7 2 .0

80 9 89 C -S - 1 S D 0 8 砥 石 4 .0 4 .8 1 .2

8 10 63 B b - S - l S D 1 2 茶目 19 .2 18 .6 1 0・7 直径 18・6 cm

8 11 89 F -S - 1 S D 1 0 挽臼 32 ・0 3 2・0 6 .4 直径3 2cm

81 2 89 F -S ー2 S D 1 0 五輪塔 23 ・0 2 2 .7 1 2・8
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図版



図版1遺構図(1)
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図版2遺構図(2)
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図版3
Ⅰ期の遺構

1縄文晩期の遺構全景

(西から)

2弥生中期の遺構全景

(東から)

3 SBllOl・1102

(東から)



1 SB1209・1210

(西から)

図版4
1Ⅰ期の遺構(1)

2 SB1201-1208全景

(南西から)

3 SB1204遺物出土状況

(南から)



図版5

1Ⅰ期の遺構(2)

1 89C区集石遺構

(南から)

2 SZ1201

(北から)

9 SZ1201遺物出土状況

(西から)



図版6

ⅠⅠ期の遺構(3)

1 SX1201・SK1204全景

(西から)

2 SX1201遺物出土状態

(南から)

3 SX1201遺物出土状態

(南から)



図版7

Ⅰ1期の遺物出土状態

1 SX1201遺物出土状態

(西から)

2 SK1204S字聾出土状態

(西から)

3 S字聾出土状況

(南から)



図版8
1Ⅰ1期の遺構(1)

1 SZ1301

(西から)

2 SZ1301埴輪出土状況

(南から)

3 SZ1301金環出土状況

(西から)



図版9
1Ⅰ1期の遺構(2)

1 SZ1302

(西から)

2 SZ1302遺物出土状況

(東から)

3 SZ1302遺物出針状況

(西から)



図版10

111期の遺構(3)

1 SZ1303

(南から)

2 SZ1303遺物出土状況

(北から)

3 SZ1304

(西から)



図版11

111期の遺構(4)

1集石基群全景

(西から)

2左SX1302

(東から)

3右SX1305

(東から)



図版12

1Ⅰ1期の遺構(5)

1 SX1304

(北から)

2 SX1304

(西から)

3 SX1303

(北から)



図版13

1Ⅰ1期の遺構(6)

1 SX1308

(西から)

2 SX1308遺物出土状態

(北から)

3集石基群完掘状態

(東から)



1 SX1501全景

(東から)

2 SX1501断面図

(東から)

図版14

Ⅳ期の遺構

3 SX1501遺物出土状況

(東から)



図版15

V期の遺構(1)

1 SBOl・02

(西から)

2 SD26

(東から)

3 SD27・28

(東から)



図版16

Ⅴ期の遺構(2)

1 SE04

(北から)

2 SE04

(西から)

3 SE04

(西から)



1 SE05

(北から)

2 SE03

(南から)

3 SE06

(北から)

図版17

Ⅴ期. Ⅵ期の遺構



図版18

Ⅵ期の遺構

1 63A区

(東から)

2 SDOl

(西から)

3 SDOl断面

(北から)



1 SD02

(東から)

2 SD03

(東から)

3 SD03断面

(北から)

図版19

Ⅵ期の遺構(2)



図版20

Ⅵ期の遺構(3)

1 62A区全景

(西から)

2土橋断面

(南から)

3 89A・B区全景

(上から)



図版21

Ⅵ期の遺構(4)

1 SD06

(南から)

2 SD06断面

(北から)

3 SD07

(西から)



1 SD08

(南から)

2 SD09

(西から)

3 SDIO

(北から)

図版22

Ⅵ期の遺構(5)



図版23

Ⅵ期の遺物出土状態

1 SD03遺物出土状態

(獅子頭、西から)

2 SD03遺物出土状態

(壷・皿、西から)

3 SD03遺物出土状態

(土師質皿、東から)



図版24

Ⅵ期の遺物出土状態

1 SD04遺物出土状態

(竹篭、北から)

2 SD05遺物出土状態

(西から)

3 SD05遺物出土状態

(南から)



図版25

Ⅵ期の遺物出土状態

1 SD05遺物出土状態

(南から)

2 SD06遺物出土状態

(東から)

3 SK03遺物出土状態

(北から)



図版26

11期の遺物(1)



図版27

Ⅰ1期の遺物(2)
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図版28

1Ⅰ期の遺物(3)



図版29

Ⅰ11期の遺物(1)

299

325



図版30

ⅠⅡ期の遺物(2)

385



図版3 1

Ⅴ期の遺物

Ⅵ期の遺物(1)



図版32

Ⅵ期の遺物(2)



図版33

Ⅵ期の遺物(3)



図版34

Ⅵ期の遺物(4)



図版35

Ⅵ期の遺物(5)
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図版36

Ⅵ期の遺物(6)



図版37岩倉城跡関係絵図
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図版37岩倉城跡関係絵図
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